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若草保育園の入園式
　4月3日、町内各保育園の入園式が行われました。

若草保育園では入園式が終わると、新入園の園児た

ちは園庭に元気よくかけ出し、すべり台やすな場で

新入園児同士一緒になって仲良く遊んでいました。

特 
集
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景
気
の
低
迷
、
消
費
の
落
ち
込
み
、

雇
用
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
地
方
財
政

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
財
政
は
、
施
策
の
経
費
に
充

当
可
能
な
特
定
財
源
の
み
な
ら
ず
、
一

般
財
源
の
確
保
も
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
。
普
通
交
付
税
お
よ
び
地
方
特
例

交
付
金
は
、
若
干
の
増
額
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
国
庫
補
助
金
・
負
担
金
、
各

種
交
付
金
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
財
政
需
要
は
年
々
拡
大
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子
高

齢
化
や
障
害
者
福
祉
対
策
を
中
心
と
す

る
福
祉
施
策
関
連
の
経
費
増
加
、
学
校

施
設
や
役
場
庁
舎
な
ど
既
存
施
設
の
老

朽
化
、
耐
震
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
で
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

平
成
21
年
度
は
、
『
毛
呂
山
町
行
財
政
集

中
改
革
プ
ラ
ン
』
な
ど
に
基
づ
き
、
既
存

の
事
業
お
よ
び
経
費
を
引
き
続
き
見
直
し

ま
す
。
ま
た
、
『
第
四
次
毛
呂
山
町
総
合

振
興
計
画
基
本
構
想
』
で
目
標
に
掲
げ
ら

れ
た
「
安
心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

目
白
台
循
環
バ
ス
廃
止
に
伴
う
住
民
の

交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
10
月

か
ら
、
町
内
全
域
を
対
象
に
循
環
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

　

納
税
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
税

を
可
能
に
し
ま
す
。
取
扱
税
目
は
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
住
民
税
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
税
の
４
税
目
で
す
。

　

ま
た
、
役
場
一
階
町
民
ホ
ー
ル
に
住
基

カ
ー
ド
で
住
民
票
な
ど
の
交
付
が
受
け
ら

れ
る
自
動
交
付
機
を
設
置
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
方
式
を
現
行

の
４
方
式
か
ら
２
方
式
に
改
め
、
均
等

割
と
所
得
割
の
合
計
額
で
課
税
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
改
正
は
負
担
の
均
衡
、
課
税

の
透
明
性
、
低
所
得
層
に
対
す
る
軽
減
な

ど
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
も
の
で
す
。

子
育
て
支
援
関
係
事
業　

平
成
21
年
度
か

ら
、
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を

12
歳
か
ら
15
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
保
護
者
が
病
気
な
ど
の
理
由

で
、
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
児
童
を
保
護
す
る
た
め
町

内
の
児
童
養
護
施
設
に
委
託
し
、
一
時
的

に
施
設
入
所
を
行
い
保
護
で
き
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

保
育
料
の
軽
減
措
置
と
し
て
、
第
３
子

目
以
降
の
認
可
保
育
園
入
園
児
に
対
し

て
、
保
育
料
を
無
料
に
し
、
多
子
家
庭
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

「
保
育
所
等
建
築
委
員
会
」
を
発
足
し
、

新
保
育
所
建
築
お
よ
び
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
係
る
建
築
設
計
な
ど
の
内
容
を
検

討
し
て
、
町
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
施
設
の
あ
り
方
を
研
究
し
つ
つ
計
画
を

進
め
ま
す
。

　

園
児
の
安
全
を
図
る
た
め
、
若
草
保
育

園
の
園
舎
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
泉
野
小
学
校
区
新
学
童
保
育

所
新
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

教
育
行
政　

毛
呂
山
中
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
北
面

の
外
壁
塗
装
工
事
を
こ
の
耐
震
補
強
工
事

と
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
前
年
度
に
引

き
続
き
泉
野
小
学
校
の
外
壁
塗
装
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
活
動
の

場
と
し
て
、
東
公
民
館
で
勉
強
、
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
外

国
語
活
動
（
英
語
）
の
授
業
を
約
20
時
間

増
や
し
、
35
時
間
に
し
ま
す
。

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
推
進
事
業
研
究
発
表
会
」
を
平
成

平
成
21
年
度
の
主
な
取
組

安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
し
て

平
成
21
年
度
施
政
方
針

 

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
整
備
を
中
心
に

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

毛呂山町長 小沢信義
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情
報
化
社
会
に
お
け
る
本
町
の
地
域
情
報

化
施
策
推
進
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
国
の
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
推
進
交
付
金
の
活
用
も
踏
ま

え
、
民
間
資
本
を
活
用
す
る
こ
と
が
適
切

と
判
断
し
、
民
間
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
会
社
が
町
内

に
設
立
す
る
新
会
社
に
対
し
て
出
資
を
行

い
ま
す
。

　

平

成
21

年

度

の

予

算

案

は
、

昨

年
の
全
会
計
予
算
総
額
と
比
較
し
、

１
億
９
９
万
５
千
円
の
減
、
マ
イ
ナ
ス

０
・
６
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
し
か
し
、

本
年
度
は
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、

教
育
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
総
じ
て
安
全
・

安
心
を
重
ん
じ
た
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
町
民
の
立

場
に
立
ち
、
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
強

力
に
推
進
し
、
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
明

日
の
毛
呂
山
町
を
築
く
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

20
年
１
月
30
日
に
福
祉
会
館
で
実
施
し
ま

し
た
。
各
校
と
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

よ
る
動
画
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
様
ざ
ま

な
取
組
の
様
子
が
良
く
伝
わ
っ
て
く
る
発

表
会
で
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
励
み
と
し
て
、
さ
ら
に
、「
元

気
な
学
校
づ
く
り
」
を
通
じ
て
基
礎
学
力

日
本
一
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理　
『
毛
呂
山
町
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、
受

益
者
負
担
の
考
え
方
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

無
料
だ
っ
た
町
の
体
育
施
設
お
よ
び
町
立

小
中
学
校
の
体
育
施
設
を
４
月
１
日
の
使

用
か
ら
原
則
、
有
料
化
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
中
央
公
民
館
や
山
根
荘
な

ど
、
公
共
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
安
全

確
保
の
面
か
ら
も
順
次
、
修
繕
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

福
祉
関
係
事
業　
『
毛
呂
山
町
地
域
福
祉

計
画
』
が
平
成
21
年
度
末
で
終
了
す
る
た

め
、
評
価
・
検
討
を
行
い
、
平
成
22
年
度

を
初
年
度
と
す
る
『
第
２
次
毛
呂
山
町
地

域
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
３
年
後
の
見
直

し
に
と
も
な
い
『
第
２
期
毛
呂
山
町
障
害

者
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

本
計
画
に
沿
っ
た
障
害
者
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

雇
用
対
策　

毛
呂
山
町
緊
急
雇
用
対
策
と

し
て
、
本
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
事

業
主
か
ら
解
雇
、
雇
い
止
め
お
よ
び
倒
産

に
よ
り
離
職
し
た
派
遣
労
働
者
な
ど
非
正

規
雇
用
労
働
者
を
対
象
に
、
短
期
的
で
す

が
役
場
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

都
市
計
画
事
業　

長
瀬
駅
前
野の

く

ぼ

久
保
線
整

備
事
業
に
と
も
な
う
自
由
通
路
と
あ
わ
せ

て
、
武
州
長
瀬
駅
の
「
橋
上
駅
舎
」
を
同

時
に
施
工
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
費
の
節

減
お
よ
び
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
で
す
。
平
成
21
年
度
は
、
ま
ず

そ
の
た
め
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
道
整
備
で
は
、
新
飯
能
寄
居
線
に
乗

り
入
れ
る
長
瀬
地
内
、
町
道
第
３
７
３
９

号
路
線
の
工
事
を
県
の
施
工
に
あ
わ
せ
て

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
下
川
原
地
内
、
町

道
第
３
１
０
２
号
路
線
道
路
改
良
工
事
ほ

か
７
路
線
の
工
事
を
行
い
、
住
民
が
安
全

に
利
用
で
き
る
生
活
道
路
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

町
界
町
名
地
番
整
理
事
業　

平
成
16
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
、
町
界
町
名
地
番
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
「
岩
井

東
」
・
「
平
山
」
地
区
５
３
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

水
道
事
業　

町
民
の
皆
様
に
安
全
な
水
を

安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続

き
石
綿
管
更
新
事
業
を
始
め
と
し
た
配
水

管
施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
情
報
化
施
策　

平
成
23
年
７
月
24
日

ま
で
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
を
念
頭
に
、
高
度

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

平成21年度施政方針
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歳　　入
既
存
の
事
業
お
よ
び
経
費
の
見
直
し
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

平
成
21
年
度 

当
初
予
算
の
概
要

総
額　

82
億
６
千
７
０
０
万
円
（
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
１
億
５
千
３
０
万
円　

1.8
％
減
）

人
口
１
人
あ
た
り
約
22
万
６
千
円　

歳入合計

町　税

分担金及び負担金
使用料及び手数料

繰入金

その他

地方交付税

町債

国庫支出金
町　税

その他

自
・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・入湯税
・都市計画税

町　税町　税
48.0%

1.7%
0.8%2.8%繰越金1.8%

1.0%

17.7%

8.3%

5.6%

県支出金 5.1%

その他
7.2%

 82 億
6,700 万円

項　　　　目 予　算　額 前年度比較増減額

自　

主　

財　

源

町税 3,968,956 － 51,186
町民税 2,031,533 － 18,107
固定資産税 1,562,153 － 31,920
軽自動車税 52,887 2,285
町たばこ税 195,328 24
入湯税 315 － 18
都市計画税 126,740 － 3,450

分担金及び負担金 144,215 7,403
使用料及び手数料 67,800 － 1,196
繰入金 233,734 － 156,773
繰越金 150,000 － 10,000
その他 85,390 － 6,023

財産収入 7,751 － 337
寄附金 2 0
諸収入 77,637 － 5,686

依　

存　

財　

源

地方交付税 1,460,000 30,000
町債 686,700 189,200
国庫支出金 461,437 14,539
県支出金 419,768 － 97,764
その他 589,000 － 68,500

地方消費税交付金 280,000 － 20,000
地方譲与税 107,000 － 11,000
地方特例交付金 40,000 19,500
自動車取得税交付金 52,000 － 38,000
ゴルフ場利用税交付金 80,000 － 2,000
利子割交付金 15,000 0
株式等譲渡所得割交付金 3,000 － 5,000
配当割交付金 6,000 － 12,000
交通安全対策特別交付金 6,000 0

（単位：千円）

主

依

源

■平成21年度歳入■

財

源

存

財
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歳　　出

教育費
25,599円

総務費
35,236円

農林水産業費
 3,879円

公債費
20,286円

消防費
15,804円

衛生費
22,029円

民生費
66,611円

その他
 8,065円

土木費
28,279円

町民1人あたりに使われるお金は

総務費民生費 土木費

町民1人あたりに使われるお金は

合計22万5,788円
※平成21年3月31日現在の人口36,614人で算出

項　　目 予  算  額 前年比較増減額
民生費
　社会福祉施設の整備運営
や医療などに係る経費です。

2,438,902 52,958

総務費
　庁舎の管理などに係る経
費です。

1,290,117 － 53,312

土木費
　道路、住宅、公園などの
建設、整備、維持管理に係
る経費です。

1,035,417 － 131,366

教育費
　学校の維持管理、給食な
ど教育全般に係る経費です。

937,290 44,118

衛生費
　公衆衛生、ごみの収集な
どに係る経費です。

806,559 26,503

公債費
　町債（借金）の返済金です。 742,743 － 11,820

消防費
　防災対策に係る経費です。 578,641 3,712

農林水産業費
　農林業の振興、観光など
に係る経費です。

142,032 － 1,175

その他 295,299 － 79,918
諸支出金 103,344 － 50,035
議会費 101,711 770
商工費 40,206 1,314
予備費 10,000 － 41,967
労働費 40,032 10,000
災害復旧費 6 0

歳出合計

消防費

農林水産業費 その他

  ゆず子＆めじろうの
21年度予算チェック！

 82 億
6,700 万円

3.6%1.7%

（単位：千円）

民生費が増えているのはどうし
てなのかしら。

こども医療費を中学校修了まで
延長したことや老人福祉センタ
ーの空調工事費用が主な理由だ
ね。

土木費が大きく減っているわ
ね。

労働費に増額があるのはどうし
てなのかしら。

これは主に東武越生線駅内のバ
リアフリー化が終了したためだ
ね。

雇用関係に力を入れて、雇用対
策賃金が新たに予算化されたた
めなんだ。

今年度も障害福祉や子育て支援
対策を中心にお金を配分してる
のね。

その他にも町内循環バスの運
行事業など、住民の暮らしや
すさを考えた配分になってい
るね。

■平成21年度歳出■

消防費
7.0％

総務費
１5.6％

土木費

１2.5％

教育費教育費
１1.3％

民生費
29.5％

衛生費衛生費
9.8％

公債費公債費
9.0％
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福祉対策生活環境基盤対策

防災対策

情報化対策

◦デイケア施設管理運営委託料･･･････ 28,420 千円
◦重度心身障害者医療費･････････････ 69,600 千円
◦自立支援医療費･･･････････････････ 19,914 千円
◦介護給付費・訓練等給付費････････ 186,699 千円
◦地域生活支援事業費････････････････ 5,400 千円
◦長寿祝品（88 歳、100 歳）･･･････････ 1,130 千円
◦老人保護措置費委託料･････････････ 10,307 千円
◦シルバー人材センター補助金････････ 4,000 千円
◦老人福祉センター
　空調設備等改修工事･･･････････････ 31,064 千円
◦新保育園設計委託料･･･････････････ 11,300 千円
◦こども医療費
　（中学校修了まで延長）･････････････ 66,386 千円
◦民間保育所運営委託料（管外含む）･･･ 270,239 千円
◦児童手当（特例給付含む）･････････ 245,400 千円
◦私立幼稚園就園奨励費補助金･･･････ 34,431 千円

◦資源回収報償金････････････････････ 3,670 千円
◦浄化槽施設設置補助金･･････････････ 6,208 千円
◦街路灯設置事業費補助金････････････ 1,800 千円
◦農道・用排水路改良事業･･･････････ 32,000 千円
◦町道維持・新設改良事業･･････････ 174,661 千円
◦武州長瀬駅橋上駅舎
　設計業務委託料･･･････････････････ 19,000 千円
◦長瀬駅前野久保線整備事業････････ 206,242 千円

◦防災倉庫建設工事設計業務委託料･･････450 千円
◦自動体外式除細動器借上事業････････ 2,743 千円
◦パンザマスト（防災無線子局）
　新設工事（目白台）･････････････････ 3,350 千円
◦自主防災組織運営費補助金････････････460 千円

◦電子入札システム導入････････････････824 千円
◦コンビニ収納システム経費･･････････ 1,778 千円
◦自動交付機追加導入（１台）･････････ 9,051 千円
◦ゆずの里ケーブルテレビ出資金･･････ 3,000 千円
◦小中学校パソコン機器借上料･･･････ 24,360 千円

平成21年度に実施する
　　　　　主要な事業を紹介します！

パンザマスト
（防災無線子局）



　医療保険制度の基礎的役割を果たしている国民健

康保険。いざというときに安心して医療を受けられ

るようにするために使われる予算です。

国民健康保険特別会計
39億9,189万1千円（前年度比5.1％増額）

　この予算は、後期高齢者医療制度への移行前に利

用者が受診した診療費を医療機関に支払うために使

われます。

老人保健特別会計
1,045万1千円（前年度比95.6％減額）

特別会計予算
　町には、一般会計のほかに、5つの特別会計と企業

会計である水道事業会計があります。

後期高齢者特別会計
2億4,855万5千円（前年度比4.1％増額）

　高齢者が安心して医療が受けられるように、制度

の維持・運営に使われます。

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給す

るための予算です。とくに老朽管の布設替え、

および老朽施設の改修を積極的に行います。

水道会計

【収益的収入】水道料金など
　8億 119 万 3 千円（前年度比 4.7％減額 )
【収益的支出】水道施設維持管理、県水受水費など
　7億 8,075 万 8 千円（前年度比 2.9％減額）
【資本的収入】補助金など
　1,093 万 5 千円（前年度比 68％減額）
【資本的支出】配水施設整備など
　3億 9,280 万 1 千円（前年度比 2.7％減額）

　介護を必要とする人や介護予防が必要な人が安心

して生活を送れるように、総合的な介護サービスを

行うために使われる予算です。

介護保険特別会計
15億2,797万7千円（前年度比7.6％増額）

　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を

行います。現在は主要な処理施設の建設が終了し、

施設維持管理費用が中心となっています。

農業集落排水事業特別会計
2,779万4千円（前年度比7.3％増額）

教育対策

その他
◦町内循環バスの運行･･･････････････ 18,989 千円
◦町界町名地番整理事業委託料･･･････ 18,000 千円
◦雇用対策賃金･････････････････････ 10,000 千円

◦生徒指導支援員賃金････････････････ 7,576 千円
◦教科指導支援員賃金･･･････････････ 27,244 千円
◦不登校対策相談員賃金･･････････････ 3,188 千円
◦学校教育指導員賃金････････････････ 1,187 千円
◦英語指導委託料････････････････････ 7,650 千円
◦理科支援員謝金･･････････････････････360 千円
◦標準学力検査委託料････････････････ 1,742 千円
◦光山小学校校舎耐震２次診断
　業務委託料････････････････････････ 8,000 千円
◦川角中学校校舎耐震補強
　工事設計業務委託料････････････････ 9,000 千円
◦小中学校体育館耐震診断
　業務委託料･･･････････････････････ 10,000 千円
◦小中学校施設整備工事･････････････ 16,260 千円
◦放課後子ども教室事業･･････････････ 1,073 千円
◦中央公民館空調設備改修工事･･･････ 31,650 千円
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ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

8

テ
レ
ビ
放
送
は

大
き
な
進
化
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す

地
デ
ジ

　

連
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
で
は
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
放
送
さ
れ
て
お
り
「
地

デ
ジ
」
と
い
う
言
葉
は
浸
透
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

役
場
情
報
推
進
室
に
は
、
毎
日
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
が
あ
り
、
「
地
デ
ジ
を
見

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
、
「
地
デ
ジ
用
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
た
け
れ
ど
、
画
面
が

固
ま
っ
た
り
、
突
然
、
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
う
」
、
「
う
ち
の
地
区
は
地
デ
ジ
が
映
る

の
？
」
な
ど
、
疑
問
や
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
地
デ
ジ
の
基
本
的
な
こ
と
、
町
と
し
て
の
取
組
み
、
「
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
デ
ジ
っ
て
な
に
？

町
はど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

特
集

？
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
１
９
９
８
年
に

イ
ギ
リ
ス
で
ま
ず
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
欧
米
で
は
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
、
ア
ジ
ア
で
は
韓
国
や
台
湾

な
ど
、
世
界
の
20
以
上
の
国
と
地
域
で
放

送
さ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
世
界

の
潮

ち
ょ
う
り
ゅ
う

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
調
査
人
や
工
事
人
を
名

乗
っ
て
不
正
請
求
を
行
っ
た
り
、
郵
便
に

よ
る
振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
（
架
空
請
求
）
を
行
っ

た
り
す
る
例
が
全
国
各
地
で
起
き
て
い
ま

す
。
地
デ
ジ
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
や
、

不
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
て
関
連
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪
質
商
法
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

で
は
、
そ
の
使
用
期
限
を
２
０
１
１
年
７

月
24
日
、
つ
ま
り
計
画
変
更
の
公
示
日
の

２
０
０
１
年
７
月
25
日
か
ら
起
算
し
て
10

年
目
の
日
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１
年
の
７

月
24
日
ま
で
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

？　

地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
高
画
質
・
高

品
質
な
映
像
・
音
声
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他

の
高
度
で
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
比
べ
、
電
波

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完

全
移
行
後
に
は
、
そ
れ
ま
で
地
上
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
に
使
っ
て
い
た
周
波
数
の

一
部
を
、
携
帯
電
話
や
新
た
な
無
線
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
周
波
数
の
混
雑
を
緩か

ん

わ和
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
連
産
業
へ
の
大

き
な
経
済
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７

月
24
日
ま
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
並
行

し
て
放
送
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以

降
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
み
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
は

チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
取
り
付
け
な
い
と
、

そ
の
ま
ま
で
は
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
の
電
波
法

の
改
正
に
よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

に
よ
る
周
波
数
の
使
用
は
10
年
以
内
に
停

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
作
成
さ
れ
た
放
送
用
周
波
数
使

用
計
画
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
）
な
ど

地
デ
ジ
Ｑ
＆
Ａ

な
ぜ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
す
る
の
？

い
つ
、
地
デ
ジ
に

移
行
す
る
の
？

？

　ご不明な点は、お電
話でご相談ください。

受付時間　平日  午前９時～午後９時

　　土日・祝日  午前９時～午後６時

■ＩＰ電話など、上記番号がつながら

ない人は　ｔ 03（4334）1111

ｔ 0570（07）0101

総務省 
地上デジタル

テレビジョン放送
受信相談センター

地デジに関する
総務省の相談窓口
があります

地デジの
相談窓口

悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

な
ぜ
、
２
０
１
１
年
に

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が

終
了
す
る
の
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は

世
界
で
は
ど
の
よ
う
な

状
況
で
す
か
？

わ～っ、中継局が

いっぱい！

電波が足りなくな

るわけね！

■アナログ放送では、周波数が近いと
電波が干渉し混信して見えなくなっ
てしまうので、周波数を変えて放送す
る中継局がたくさん必要になります。

特集　地デジ
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ど
う
考
え
る
？　

高
度
情
報
化
社
会

Ｑテレビの受信方法は？

　自宅のアンテナで受

信している家庭の比率

が37パーセント前後

に止
とど

まっていて、ここ

20年で共同受信施設

が普及した本町の状況

があらためて確認され

ます。

Ｑ地上デジタル放送
　完全移行の認知度

地上デジタル放送への完全移行によって、アナ
ログテレビでのテレビ視聴ができなくなること
への認知の状況をお尋ねしています。

わからない
見ていない
5.0％

自宅の
アンテナ
37.2％

地区の
共同
アンテナ
40.9％

空白2.6％

テレビをどのような方法で受信しているかを
お尋ねしています。

　

町
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
を
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７

月
24
日
に
控
え
て
、
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
町
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定
（
平
成
20
年
12
月
）
を
行
う
と
と
も
に

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

（
平
成
20
年
12
月
17
日
か
ら
平
成
21
年
１
月
31
日
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
回
答
結
果
を
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

知っている
94.4％

　
全体で約95パーセ

ントの人が知っており、

ＰＲの効果が上がって

いるものと推測されま

す。

空白4.4％知らない
1.1％ ●調査時期　平成20年12月17日から1月末まで

●調査方法　無
むさくいちゅうしゅつ

作為抽出による標本調査
　母集団／平成20年４月１日現在で本町住民基本台
　　　　　帳に登

とうさい

載されている16歳から80歳未満
　　　　　（人口３万6,773人、世帯数１万4,489世帯）
  標本数／2,000人

●回答方法　郵送によるアンケート
●回答率　　52.9パーセント（1,058人）
※平成21年２月６日現在

男性
49％

女性
51％

30代
14％

40代
16％50代

20％

60代
27％

70代
12％

20代7％
空白
1％

10代3％

住民アンケートの概略

東京電力の
電波障害補償
14.2％

地
域
情
報
化
に

関
す
る
自
由
意
見

■
残
念
な
が
ら
一
年
を
通
じ
て
ニ
ュ
ー

ス
ソ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
な
状
況
に
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
点
が
一

番
の
問
題
か
と
考
え
ま
す
。
（
50
代
・

男
性
）

■
今
ま
で
情
報
は
広
報
も
ろ
や
ま
の

み
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
に

よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
届
く
と
思
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
道
路
工

事
の
状
況
な
ど
も
わ
か
る
と
と
て
も

助
か
り
ま
す
。
（
40
代
・
女
性
）

■
防
犯
を
含
め
、
地
域
の
情
報
伝
達

■年齢■ ■性別■
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Ｑ自宅での地上デジタルテレ
　ビ放送への対応状況
各家庭のテレビ視聴において、どの程度地上デジタ
ル放送への対応が進んでいるか、対応状況をお尋ね
しています。

Ｑ光ファイバーによる
　地域情報通信基盤整備推進の
　町の考え方について
町が関与して地デジやインターネットなどの地域格差
の是

ぜせ い

正を目的に、光ファイバーを利用した情報通信
基盤整備を推進することについてお尋ねしています。

Ｑ町が関与する光情報通信
　基盤への参加の意向
町が全世帯を対象として情報通信基盤（光ファイバー
やケーブルテレビなど）を整備した場合、加入する
かどうかお尋ねしています。

Ｑケーブルテレビの許
きょよう

容
　される月額利用料
ケーブルテレビの月額利用料金の限度についてお尋
ねしています。

対応しており、すで
に見ている31.9％

　
「対応していない」が52. ４パーセント、「対応して

いるが見ていない（アンテナが未対応）」の12. ３パー

セントを加えると64. ７パーセントに達しています。

　2年3か月後の完全移行を考えた場合、対応に関し

てさらに啓発を進めていく必要があると思われます。

対応しているが、見て
いない（アンテナが未
対応など）12.3％

対応して
いない　
　52.4％

空白1.1％わからない
2.4％

 
「積極的に推進すべき」

と「推進すべきである」

をあわせ、62パーセント

の人が事業推進に肯定的

な意向を示しています。

推進
すべき
31.7％

必要なし
　6.9％

わからない
　　23.1％

積極的
に推進す
べき        30.4％

空
白
7.9％

加入する
24％

条件によって
加入する
51.2％

加入しない
5.5％

わからない
12.3％

空白7.3％
　「加入する」と「条件

によって加入する」をあ

わせると、74.９パーセ

ントの人が参加に向けて

肯定的な意向を示してい

ます。

500円～
1,000円
51.9％

　有料での利用を可とする人の合計は70.６パーセン

トとなりました。その一方、「有料ならば利用しな

い」と回答した人は、24.４パーセントでした。

1,001円～1,500円
13.9％

1,501円～2,000円
4.4％

2,001円以上
0.4％

有料ならば利用
しない24.4％

空白5.0％

は
毎
日
必
ず
手
に
す
る
Ｔ
Ｖ
の
リ
モ

コ
ン
で
オ
ン
！　

そ
ん
な
日
が
来
る

と
、
一
人
暮
ら
し
の
方
や
い
ろ
い
ろ

な
家
庭
の
心
強
い
味
方
に
な
る
の
に

な
あ
と
思
い
ま
す
。
（
50
代
・
女
性
）

■
毛
呂
山
は
テ
レ
ビ
の
映
り
が
ど
こ

も
悪
い
の
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業

の
推
進
は
町
政
と
し
て
も
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
（
20
代
・
男
性
）

■
あ
ま
り
費
用
が
か
か
ら
ず
快
適
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
全
町
民
が
平
等
に
で
す
。

（
40
代
・
女
性
）

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
環
境

（
自
宅
で
ア
ン
テ
ナ
を
上
げ
て
映
る

の
か
）
が
最
大
の
関
心
事
で
す
。
（
中

略
）
自
主
放
送
は
考
え
ず
、
最
低
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
済
む
イ
ン
フ

ラ
を
望
み
ま
す
。
（
60
代
・
男
性
）

■
情
報
化
推
進
は
結
構
な
こ
と
な
の

で
す
が
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
利
用

す
る
側
に
出
な
い
よ
う
な
ら
推
進
の

意
味
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
40
代
・

男
性
）

■
居
住
し
て
い
る
環
境
に
よ
っ
て
情

報
格
差
が
で
き
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
２
０
１
１
年
問
題
は
確
実

に
周
知
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
（
50
代
・
男
性
）

加入する
23.7％

特集　地デジ
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そ
の
手
法
は
、
入
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

株
式
会
社
（
※
）
が
町
内
に
設
立
す
る
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
会
社
（
社
名
…
ゆ
ず
の
里
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
）
に
対
し
町
が

３
０
０
万
円
を
出
資
し
て
参
加
し
、
国
庫

補
助
の
利
用
を
可
能
に
す
る
な
ど
し
て
、

事
業
展
開
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
も

の
で
す
。

※
入
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
…
現

在
東
京
電
力
の
施
設
を
管
理
し
、
入
間
市
、

瑞み

ず

ほ穂
町
（
東
京
都
）、
東
松
山
市
に
お
い

て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

町
の
取
組
み

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
基
礎
資
料
と
し
て
検
討
し
、
町
で
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

『
将
来
に
向
け
て
、
町
の
ど
の
地
域
か
ら
も
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
（
Ｂ
Ｓ
放
送
・
Ｃ
Ｓ
放
送
）
や
自
主
放
送
、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
一
元
的
な
管
理
も
可
能
な

状
況
を
確
立
す
る
』

　

高
度
化
が
進
む
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
、
住
民
全
体
が
選
択
肢
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ど
の
様
な
手
段
で
？

ますますサービスが充実し、誰もが情報化の恩恵を受けられます

■ニュースや天気予報がいつでも
見られます
データ放送により、リモコンのボ
タンを押すだけで、ニュースや天
気予報、交通情報、そのほか暮ら
しに役立つ情報などをいつでも見
ることができます。

■高齢者や障害者へのサービスが
充実します
字幕放送を楽しむことができ、番
組によっては生放送にも対応しま
す。また、音声速度が変えられ、
声をゆっくりとしたスピードで聞
くことができます。

■双方向サービスで番組に参加で
きます
ネットに接続した双方向サービス
で、番組のクイズやアンケートに参
加することができます。ショッピン
グも楽しめます（別途、通信回線料
が必要になる場合があります）。

地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
町
の
区
域
を
第
１

期
、
第
２
期
、
第
３
期
…
…
と
分
け
て
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
加
入
金
・
工
事
費
・

月
額
利
用
料
な
ど
、
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
と

な
り
ま
す
が
、
高
度
化
が
進
む
情
報
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
、
住
民
全
体
が
選
択

肢
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
毛
呂
山
町
で
は
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
対
し
て
、
①
自
分
で
ア
ン
テ

ナ
を
立
て
て
対
応
す
る
、
②
地
域
の
共
同

受
信
施
設
を
利
用
す
る
、
③
町
全
体
を
計

画
区
域
と
す
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
す
る
、

と
い
う
三
つ
の
選
択
肢
が
確
保
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ゆ
ず
の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
株
式
会
社
事
務
所
（
☎
２
７
６―

６
３

０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
域
情
報
化
計
画
の
概
要
や
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ｈh

t
t
p

:/
/
w

w
w

.t
o

w
n

.

m
o
ro

y
a
m

a
.s
a
ita

m
a
.jp

）
お
よ
び
役

場
情
報
推
進
室
（
庁
舎
２
階
）
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
で
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の

進
展
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
通
信
基
盤

整
備
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問　

役
場
情
報
推
進
室
ｔ
２
９
５―

２
１

　

１
２
内
線
２
２
１

事
業
の
計
画
は
？

何
が
で
き
る
の
？

地デジで放送サービスが高度に！
デジタル技術を使うとテレビがもっときれいに便利になります

地デジを見るための３つの方法
ケーブルテレビ・共聴組合で見る 地デジ放送対応テレビで見る アナログテレビをそのまま使う

ＵＨＦアンテナの設置は必要ありま

せん。トランスモジュレーション方

式、パススルー方式の 2 つの伝送

方法があります。加入料、月額利用

料が必要です。詳しくは、ケーブル

テレビ会社、共聴組合にお問い合わ

せください。

デジタルテレビに買い替える（地

デジマークのついたテレビを購

入。安いもので4万円～）、ＵＨ

Ｆアンテナを設置する（単体価格

4,000円～、設置工事費5万円～）

地上デジタルチューナーを買い足

す（安いもので1万円～）、ＵＨ

Ｆアンテナを設置する（単体価

格4,000円～、設置工事費5万円

～）

デジタル機器、設置に関する料金はあくまで目安です。

詳しくはお近くの電気店へお問い合わせください。

■音声の劣化やゴーストがなくな
ります
アナログ放送では、映像・音声が
劣化したり、高い建物などの影響
でゴーストが起こりますが、デジ
タル放送では、劣化やゴーストは
なく高品質の映像・音声が届けら
れます。

■携帯電話などで地デジが楽しめ
ます
ワンセグにより、携帯電話やカー
ナビなどで地デジを見ることでき
ます。とくに災害時でも避難経路
や安否情報などが受信可能で、重
要な情報端末となります。

■ハイビジョンで高画質・高音質
になります
16：9 のワイド画面、ハイビジョ
ンの高画質、ＣＤ並みの高音質、
その場にいるような臨場感と迫力
の映像を楽しめます。

ケーブルテレビ局
共聴組合

加入者宅

地上デジタル
テレビ放送
対応テレビ

UHFアンテナ UHFアンテナ

アナログ
テレビ

地上デジタルテレビ
放送用チューナー

放送局の通信所 放送局の通信所 D端子、ビデオ端子など

➡



国民健康保険税の課税方式が変わります
　国民健康保険は皆

か い ほ け ん

保険制度の礎
いしずえ

となるものであり、住民の皆

さんの健康を維持するうえで、大変重要な役割を担
にな

っています。

その財源は、加入者の皆さんに納めていただく国民健康保険税

と、国、県、町などからの負担金でまかなわれています。とく

に大きな財源である国民健康保険税の課税方式について、毛呂

山町では平成21年度より大幅な改正を行います。将来にわたり、

国民健康保険制度を安定的に維持していくために必要な改正で

す。住民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

問合せ　役場税務課町民税課税係

　　　　ｔ（295）2112内線195・196

■今まで　こんな声がたくさん寄せられてきました。

年金収入だけなのに、固定資産

税の４割が、国保税に加算され

るのは二重じゃないか？

加入者ごとに課税されたうえ

に、世帯で平等割が課税され

ると単身者は負担が大きい！

■国からは、応益割、応能割を50対50に近づけるようにとの指導
　国民健康保険税は、加入世帯の構成人数に応じた『応益割』と、加入者それぞれの所得や資産に応じた『応能

割』で構成されています（賦課割合といいます）。国は、実際に医療を受ける加入者（受益者）の数に応じて負担

する割合（応益割）と、所得や資産などに応じて負担する割合（応能割）を50対50に近づけるよう負担の適正化

をすすめています。また、50パーセントに近づけることで、税額の軽減割合を増やすことが可能になります。

　※毛呂山町のこれまでの状況は、応益割35 対 応能割65でした。

■そこで、加入者の人数と所得のみによって税額が決定されるよう課税方式を
　変更するほか、応益応能割合の適正化を図ることで負担の平等化を進めます。

均等割額（加入者一人当たり）
均等割額（加入者一人当たり）

平等割額（一世帯当たり）

所得割額（前年中の所得に対して）
所得割額（前年中の所得に対して）

資産割額（町内の固定資産に対して）

■実際の税率は？　医療分のみ税率が変わります。

４

方

式

均等割額 11,500円

平等割額 19,000円

所得割額 6.2％

資産割額 40％

２

方

式

均等割額 35,000円

（平等割額） 廃止

所得割額 6.0％

（資産割額） 廃止

２
方
式

均等割額 7,500円

所得割額 1.6％

２
方
式

均等割額 11,500円

所得割額 1.2％

変更なし

医 療 分

支援金分

介 護 分 変更なし

※町全体の課税額は

　変わりません

今まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これから

今まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これから

14



■軽減割合が大きくなるうえに、　
　新たに２割軽減を新設し対象者が拡充されます　　　

　国民健康保険税には、低所得世帯や中間所得世帯を対象に、納税の負担を軽減することを目的とした軽減措

置があります。これまで毛呂山町では所得に応じ、応益割部分の６割と４割の軽減措置を行っていました。今

回の税率改正により、軽減割合を増やし、さらに対象者の拡充を行います。

　軽減措置は、昨年中の所得を基に判定します。加入者などに所得の申告をしていない人がいる場合は軽減判

定できません。

※16歳以上の国保加入者全員と世帯主の所得申告が必要です。被扶養者についても申告が必要です。なお、軽

減判定は自動で行い、該当世帯については、軽減後の税額が通知されます。

たとえば・・・

※個々の加入者の税額に変動はありますが、税率改正にあたっては、毛呂山町全
体の国保税課税額自体は、ほぼ変えないように税率の設定をしました。

※平成21年度の決定税額については、6月中旬に『国民健康保険税納税通知
書』をお送りしますので、ご確認ください。

■税額は、このように変わります

７割軽減対象
年 税 額

医 療 分 10,500円

支援金分 2,200円

合　　計 12,700円

６割軽減対象
年 税 額

医 療 分 42,600円

支援金分 3,000円

合　　計 45,600円

本人　67歳

　年金収入　　719,666円

　固定資産税　  76,100円

ケースA
単身世帯の場合

ケースＢ
夫婦２人世帯の場合

4 割軽減対象
年 税 額

医 療 分 79,700円

支援金分 15,200円

介 護 分 18,400円

合　　計 113,300円

夫　63歳

　年金収入　1,419,666円

　固定資産税　 76,100円

妻　62歳 

　年金収入　　719,666円

５割軽減対象
年 税 額

医 療 分 58,300円

支援金分 13,700円

介 護 分 16,100円

合　　計 88,100円

ケースC
４人世帯の場合

夫　38歳

　給与収入　4,354,850円

　固定資産税　 76,100円

妻　35歳（収入なし）

子ども　2人

年 税 額

医 療 分 257,300円

支援金分 71,700円

合　　計 329,000円

年 税 額

医 療 分 296,600円

支援金分 71,700円

合　　計 368,300円

減額対象所得要件
今まで これから

均等割額 平等割額 均等割額

33万円以下 ６割軽減 ７割軽減

33万円＋（24.5万円×（世帯主以外の被保険
者数＋世帯主以外の特定同一世帯所属者数））

４割軽減 ５割軽減

33万円＋（35万円×（世帯に属する被保険者
数＋世帯に属する特定同一世帯所属者数））

軽減措置なし ２割軽減

今まで　　　　　　　　　　　これから

今まで　　　　　　　　　　　これから

今まで　　　　　　　　　　　これから

国民健康保険税の課税方式が変わります
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５月の休館日　毎週月曜日および4日（祝）～6日（振休）

■本の紹介

6 年　原　陽
よ う こ

子さん

4 年　松井　直
な お き

貴くん

4 年　彦
ひ こ く ぼ

久保七
な な み

海さん

℡(295)1015　

　
５月の休館日　毎週日・月曜日および６日(振休)　℡(295)4111

323　光山小学校

日　時　5月9日（土）

　　　午後2時～3時15分

定　員　先着50人

内　容　「親子ねずみの

　　　不思議な旅」

　　～お父さんと料理を楽しもう～

「早くこないかな
　　　　クリスマス」

「にぎやかな
　　生きものたち」

「６月のある日
　　　　会いました」

『利休にたずねよ』　

山本　兼
けんいち

一／著　PHP研究所／出版社
　　　　

の美学だけで天下人秀
吉と対

たいじ

峙した男、千利休。その
恋、そして死を描く長編歴史小
説です。
～第140回直木賞受賞作品～」

「己

■子ども映画会 ■おはなし会

■幼児クラブ
　遊びを中心としたなかで、子どもの社会性とお
母さんとのスキンシップを高めることを目的とし
た教室です。
日　時　1班／5月26日（火）から毎週火曜日　　
　　　　2班／5月28日（木）から毎週木曜日　　
　　　　（各班とも午前10時15分から11時30
　　　　分、全7回）
内　容　体操、お絵かき、工作ほか
対　象　3、4歳児（平成17年4月2日～平成18年
　　　　9月30日生まれの子とその母親）
定　員　先着15組（参加人数が少ない場合は、ど
　　　　ちらかのコースに変更、または中止の場
　　　　合があります）
申込み　4月28日（火）午前9時から児童館（電話可）

■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

日　時　5月13日（水）、20日（水）
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳からの子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

■おやじ広場

■よちよち広場

日　時　5月16日（土）午前10時～正午
対　象　幼児、小学生とその父親
内　容　お父さんとクッキング
費　用　1人150円
定　員　先着10組
申込み　4月30日（木）から費用を添えて児童館で受付

　児童館では、1歳4か月からの子と保護者を対象に「よち
よち広場」を開催しています。ぜひ、お気軽にご参加くだ
さい。
日　時　5月8日（金）、22日（金）
　　　　午前10時30分～11時30分（受付時間は午前10
　　　　時15分～10時30分）
対　象　１歳4か月からの子とその保護者
内　容　自由遊びなど（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き
※お母さんの話し相手や、幼児と遊ぶボランティア募集中です。

日　時　5月23日（土）
　　　　午後2時～2時30分
内　容　おはなし、絵本の読　
　　　　み聞かせ、紙芝居な　
　　　　ど
対　象　1歳児から小学生まで。
　　　　小さなお子さんは、保
　　　　護者同伴でご参加くだ
　　　　さい。

　5月5日(祝)こどもの日は1日開館し、午後1時30分から午後3時30分まで、けん玉・コマ回し・ベーゴマ・竹とん
ぼなどの遊びのコーナーを開設しています。風

かざぐるま

車制作体験やポップコーンのプレゼントもあります。

16

貸出点数（貸出期限）
   図書・雑誌・紙芝居など／１人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人3点まで（1週間）

図書館へ行こう
ぼくらのキャンパス

児童館へ行こう



17

文化財シリーズ194

端
た ん ご

午の節供の
意味と騎

うまゆみ

射

　

５
月
５
日
は
端
午
の
節
供
で
す
。
現
在

で
は
住
宅
事
情
な
ど
か
ら
大
き
な
幟の

ぼ
り
ざ
お竿
を

立
て
て
鯉こ

い
の
ぼ
り幟
を
揚
げ
る
家
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
時
期
に
な
れ
ば
今
な
お
鯉
幟

の
玩
具
や
柏
餅
が
商
店
に
並
び
ま
す
。
五さ

月つ
き

晴
れ
の
青
空
に
鯉
幟
が
泳
ぐ
様
子
が
端

午
の
節
供
の
風
景
と
し
て
思
い
浮
か
び
ま

す
が
、
旧
暦
に
直
し
て
み
る
と
現
在
の
５

月
下
旬
が
端
午
の
節
供
に
あ
た
り
、
本
来

は
梅
雨
空
の
そ
ぼ
降
る
雨
の
な
か
、
武む

し
ゃ者

幟の
ぼ
り

な
ど
が
立
ち
並
ぶ
風
景
が
端
午
の
節
供

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

端
午
の
節せ

ち

は
元
来
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
節
供
で
「
端
午
」
は
月
の
初
め
の
午う

ま

の
日
の
こ
と
を
指
し
、
５
月
５
日
の
節

供
と
な
っ
た
の
は
漢か

ん

（
紀
元
前
２
０
２
～

２
２
０
年
）の
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
。『
日

本
書
紀
』
に
は
こ
の
日
に
毒
気
を
祓は

ら

う
た

め
薬く

す
り
が狩（

猟
）り
と
い
っ
て
蓬よ

も
ぎな

ど
を
競
っ

て
採
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
平
安
時
代
に

は
「
薬く

す
り
び日
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
邪
気
を
祓
う
た
め
菖し

ょ
う
ぶ蒲

で
つ
く
っ

た
鬘か

ず
らを
被
り
、
こ
れ
は
後
に
菖
蒲
冑か

ぶ
と

と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

端
午
の
節
供
は
毒
気
や
邪
気
を
祓
う
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
蓬
や
菖
蒲
と

い
っ
た
香
り
の
強
い
香
草
が
使
わ
れ
た
の

は
、
湿
度
の
高
い
梅
雨
時
の
腐
敗
を
防
ぐ

力
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
平
安
時
代
、
朝
廷
の
「
端
午

の
節
」
で
は
天
皇
が
頭
に
菖
蒲
鬘
を
被
り

近こ
の
え衛
に
よ
る
騎う

ま
ゆ
み射
を
観
る
儀
式
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
近
衛
と
は
宮
中
を
警
護

す
る
近
衛
府
の
兵
の
こ
と
で
、
右
近
衛
府

と
左
近
衛
府
が
あ
り
ま
し
た
。
左
右
近
衛

に
よ
る
騎
射
は
、
柵
で
仕
切
ら
れ
た
馬
場

で
馬
を
走
ら
せ
な
が
ら
弓
を
放
ち
、
的
を

射
抜
く
も
の
で
、
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
の
起
源
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
騎
射
も
ま
た
弓
を
射
る

こ
と
が
邪
気
を
祓
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

た
た
め
端
午
の
節
供
に
行
な
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
朝
廷
で
の
騎
射
は
、
延え

ん
ぎ喜

17
年

（
９
１
７
）
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
流

鏑
馬
を
白
河
上
皇
な
ど
が
院
の
行
事
と
し

て
継
承
し
、
中
世
以
後
、
節
供
と
の
関
係

は
薄
く
な
り
ま
し
た
が
武
家
に
よ
っ
て
盛

ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

始まっています　地域内交流！
　
「
イ
ッ
ク
サ
ロ
ン
」
は
、
長
瀬
一
区
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
グ
ル
ー

プ
の
愛
称
。
長
瀬
第
一
長
寿
会
が
立
ち
上

げ
と
運
営
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

会
長
の
鈴
木
哲
夫
さ
ん
に
話
を
う
か
が
っ

た
。

　
「
イ
ッ
ク
サ
ロ
ン
」
で
は
、「
楽
し
む
」

「
学
ぶ
」「
作
る
」
を
活
動
の
基
本
に
据す

え

て
い
る
。ポ
ピ
ー
花
見
会
、給
食
セ
ン
タ
ー

の
試
食
会
、
荒
川
の
白
鳥
観
察
会
、
埼
玉

国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
観
戦
な
ど
は
「
楽

し
む
」。
栄
養
師
・
保
健
師
に
よ
る
食
事
・

健
康
講
座
は
「
学
ぶ
」。
華
う
ど
ん
打
ち
、

押
し
花
絵
は
が
き
、お
か
め
笹
の
籠か

ご

編
み
、

竹
の
め・

・

・

か
い
編
み
は
「
作
る
」
な
ど
、
す

べ
て
の
行
事
は
三
つ
の
基
本
に
添
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
講
師
は
原
則
と
し
て
地
元
在
住
の
方

が
た
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
高
齢
の
先

生
な
ど
は
、
教
え
る
こ
と
そ
の
も
の
が

心
の
張
り
と
な
り
、
ご
家
族
か
ら
感
謝
の

言
葉
が
伝
え
ら
れ
る
副
産
物
も
あ
り
ま
し

た
」
と
語
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
寿
会
に
は
連
絡
員
制
度

が
設
け
て
あ
り
、
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
、す
べ
て
に
皆
さ
ん
が
協
力
的
で
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

数
年
前
の
「
籠
編
み
」
で
は
、「
半
信

半
疑
で
参
加
し
て
来
た
人
が
作
品
を
完
成

さ
せ
嬉き

き々

と
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
講

師
が
し
め
く
く
り
に
手
を
貸
し
た
こ
と
な

ど
忘
れ
、
胸
を
張
り
堂
々
と
。
そ
の
姿
を

見
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
」
と

話
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
２
月
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
協
力
で
実
施
し
た「
脳
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
」

は
と
て
も
楽
し
く
、
実
年
齢
よ
り
若
い
判

定
で
喜
ぶ
人
、
老
い
た
判
定
で
口
を
と
が

ら
す
人
な
ど
様
ざ
ま
で
自
然
に
場
の
雰
囲

気
が
な
ご
ん
だ
と
い
う
。

　
「
サ
ロ
ン
の
良
い
所
は
、
集
ま
っ
て
語

り
あ
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
こ
と
。
む

ず
か
し
く
考
え
な
く
て
も
さ
り
げ
な
く
目

的
に
か
な
う
雰
囲
気
を
作
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
な
の
で
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は

語
っ
て
く
れ
た
。

おかめ笹を使った籠編み

長
瀬
一
区　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
イ
ッ
ク
サ
ロ
ン
」

端午の節供の鎧
よろい

飾り

お
詫
び
と
訂
正　

広
報
も
ろ
や
ま
３
月
20
日
号
13
ペ
ー
ジ
「
キ
ラ
リ
輝
い
て
ま
す
」
の
記
事
で
、
あ
す
な
ろ
会
の
問
合
せ
電
話
番
号
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

正
し
く
は
、
ｔ
２
９
４
｜
６
８
７
６
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

自
然
な
ふ
れ
あ
い
が
魅
力
の
秘
訣
！
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第２回ゆずの里商店街 桜まつり満開の桜の木の下で!

図書館　文学散歩文学と歴史に思いをはせて
箕
み の わ だ

和田里山平地林再生事業美しい湖畔を保つため

わだいの特選
カメラルポ

わだいの特選

西入間広域消防組合表彰人命救助に大きく貢献!

　3月25日、西入間広域消防組合より株式会社鶴ヶ

島ゴルフ倶
く ら ぶ

楽部が感謝状を受けました。これは、２

月14日、ゴルフ場においてプレー中の男性が急に倒

れ、心肺停止状態になったときに、ゴルフ場職員が

ＡＥＤ（自動体外式除
じょさいどう

細動器）を使用するなど、連

携して迅速、適切な救命活動を行い人命救助に大き

く貢献したために表彰されました。

　３月25日、図書館の主催による「文学散歩」が行

われました。24人の参加者により『のぼうの城』の

舞台になった忍
おし

城址にある行田市郷土博物館やさきた

ま史跡の博物館などを訪れました。

　当日は時折小雨の降るあいにくの天気でしたが、

稲
い な り や ま

荷山古墳に登ったり、文学碑や句碑などの見学を

行ったりと文学や歴史に親しむ一日になりました。ま

た、埼玉県名発祥の地を訪れたときは、参加者は興味

深げにその由来の記された石碑に見入っていました。

　2月21日、箕和田湖周辺の間伐材で作ったほだ木

300本に、水土里ネットみのわだ湖の皆さんが、ボラ

ンティアできのこの菌を植え付けました。このほだ木

は、埼玉県が実施する『箕和田里山平地林再生事業』

で、箕和田湖周辺の雑木林を間伐した際に出た木材を

利用したものです。

　みのわだ湖の周りには遊歩道が整備され、水土里

ネットみのわだ湖の皆さんが、湖の周りの下草がりや

枝打ちをして、美しい景観を保っています。

　４月５日、JR 八高線毛呂駅前においてゆずの里商店

街主催の「第２回桜まつり」が開催されました。当日は、

春のやわらかな日差しのなか、大勢の人が訪れました。

会場では野
の だ て

点や餅つきが行われたり、甘酒がふるまわ

れたりしました。また、ヒップホップダンスや毛呂山

中学校吹奏楽部の演奏、フルート、オカリナの演奏も

行われ、会場はおおいににぎわっていました。



　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
基
準
で

あ
る
第
４
段
階
に
特
例
の
第
４
段

階
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
本
人
が
町
民
税

非
課
税
で
あ
っ
て
も
、
世
帯
に
課

税
者
が
い
れ
ば
、
第
４
段
階
と
な

り
軽
減
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
例
の
第
４
段
階
で
は
、
本
人

が
町
民
税
非
課
税
で
合
計
所
得
金

額
と
課
税
年
金
収
入
額
を
合
わ
せ

た
金
額
が
80
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

基
準
額
の
91
パ
ー
セ
ン
ト
が
保
険

料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

人
の
介
護
保
険
料
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
算
出
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
担
当

者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保

　

険
係
・
保
険
料
係
ｔ
２
９
５―

　

２
１
１
２
内
線
１
１
９
・
１
２
１

　  　

平
成
21
年
４
月
か
ら
65
歳
以
上

の
人
の
介
護
保
険
料
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
は
、
３
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
る
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
か
ら
６
回
に
わ

た
り
、
高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会

議
を
開
催
し
、
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
23
年
度
ま
で
の
３
か
年
に
つ

い
て
高
齢
者
総
合
計
画
（
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事
業

計
画
を
一
体
化
し
た
計
画
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
供
給
量
が
推
計
さ
れ
、
介

護
保
険
料
基
準
額
と
し
て
年
額

４
万
２
２
０
０
円
（
月
額
３
５
１

９
円
）
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
見
直
し

国
の
特
別
対
策
に
よ
り

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

新
た
な
段
階
設
定
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し
で
、
介
護
に
従
事
す
る
人
の
処

遇
改
善
の
た
め
に
介
護
報
酬
が

３
％
プ
ラ
ス
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
定
の
影
響
で
介
護
保
険
料

も
上
昇
し
ま
す
が
、
急
激
な
上
昇

と
な
ら
な
い
よ
う
に
国
の
特
別
対

策
に
よ
り
、
２
年
間
段
階
的
に
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
国
の
特
別
対
策

で
は
毎
年
保
険
料
が
変
わ
る
た
め
、

毛
呂
山
町
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

改
定
に
よ
る
保
険
料
の
上
昇
分
を

均
等
に
軽
減
し
、
第
４
期
の
保
険

料
基
準
額
を
３
年
間
同
額
に
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
か

ら
３
年
間
の
保
険
料
は
、
所
得
段

階
に
変
更
が
な
け
れ
ば
下
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成

24
年
度
か
ら
は
、
自
然
増
の
ほ
か

に
軽
減
分
も
上
昇
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
第
５
期
の
保
険
料
が

急
激
な
上
昇
と
な
ら
な
い
よ
う
制

度
運
営
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　平成21年度～23年度の介護保険料
所得段階 対象となる人 年間保険料 負担割合

第１段階
老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税者
または生活保護受給者

20,800 円 基準額× 0.50

第２段階
世帯全員が町民税非課税で合計所得金額と課税年
金収入の合計が 80 万円以下の人

24,900 円 基準額× 0.60

第３段階 世帯全員が町民税非課税で、第２段階以外の人 31,200 円 基準額× 0.75

第４段階
（特例）

町民税課税世帯だが本人町民税非課税で合計所得
金額と課税年金収入の合計が 80 万円以下の人 37,800 円 基準額× 0.91

第４段階
（基準）

町民税課税世帯だが、本人町民税非課税で第４段
階（特例）に該当しない人 41,600 円 基準額× 1.00

第５段階 合計所得金額 200 万円未満 52,000 円 基準額× 1.25

第６段階 合計所得金額 200 万円以上 62,400 円 基準額× 1.50

第４期の基準額は年額

42,200円と算出しま

したが、国の特別対策

により年額41,600円

となりました。

基準額＝
65 歳以上の人数

保険給付に必要な
額のうち 65 歳以
上の人の負担分

65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
は
平
成
21
年
４
月
か
ら
新
た
に
第
４
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
介
護
保
険
料
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

自然増

本来の保険料
基準額
42,200 円

軽減された保
険料基準額の
平均
41,600 円

報酬改

定増分

自然増

本来の保険料
基準額
42,200 円

３年間同額の
保険料基準額
41,600 円

３年間均等に軽減した場合（毛呂山町） ２年間段階的に軽減した場合（国）

42,200 円

41,600 円

40,000 円

報酬改

定増分

42,200 円

41,600 円

40,000 円

21年度 22年度 23年度21年度 22年度 23年度20年度 20年度

保険料上昇抑制のイメージ

｛
｛

｛
｛



　　　

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の

認
定
や
資
格
管
理
、
保
険
料
の
決

定
、
保
険
証
の
交
付
、
医
療
費
の
支

給
、
財
政
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
で
は
、
保
険
料
の
徴

収
、
保
険
証
の
引
渡
し
、
各
種
申

請
・
届
出
の
受
付
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
身
近
な
事
務
を
行
い
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
人

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
（
申
請
し
て
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）

　

な
お
、
長
寿
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
証
は

カ
ー
ド
型
で
一
人
に
１
枚
交
付
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
に
か
か

る
と
き
は
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
有
効
期
間
は
、
原
則

と
し
て
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年

７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
り

ま
す
（
制
度
施
行
時
は
１
年
４
か

月
▽
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
21
年
７
月
31
日
ま
で
）
。

　

75
歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
に
な

っ
た
日
か
ら
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
と
く
に
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
誕
生
日
前
に
保
険
証

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　　

病
院
（
医
療
機
関
）
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
自
己
負
担
は
、
医
療

費
の
１
割
（
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
人
は
３
割
）
で
す
（
負
担
し

て
い
た
だ
く
割
合
は
保
険
証
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
か

か
っ
た
医
療
費
を
一
度
全
額
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
必

要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
（
１
割

ま
た
は
３
割
）
を
除
い
た
額
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

①
急
病
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情

　

で
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療

　

機
関
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
の

　

費
用

②
輸
血
し
た
と
き
の
生な

ま
け
つ
だ
い

血
代

③
医
師
が
必
要
と
認
め
た
治
療
用

　

装
具
（
コ
ル
セ
ッ
ト
、
義
足
な

　

ど
）
の
費
用

④
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
、

　

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

　

費
用

⑤
骨
折･

ね
ん
ざ
な
ど
で
施
術
を

　

受
け
た
柔
道
整
復
師
の
費
用　

　

（
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
柔

　

道
整
復
師
に
つ
い
て
は
、
一
部

　

負
担
金
で
施
術
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
）

⑥
海
外
旅
行
中
に
医
療
機
関
な
ど

　

に
か
か
っ
た
と
き
の
費
用

　　

被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
は
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
人
に

５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
葬
祭
を
行
っ
た
証
明
書
類
（
会

葬
礼
状
、
領
収
書
な
ど
）

・
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
保
険
証

・
葬
祭
を
行
っ
た
人
の
印
か
ん

・
葬
祭
を
行
っ
た
人
の
振
込
先
口

　

座

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
に
よ
る
行
為
で
ケ
ガ
な
ど
を

し
た
場
合
、
長
寿
医
療
制
度
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
広
域
連
合
で
治
療

に
か
か
る
費
用
を
一
時
的
に
立
て

替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
治
療

を
受
け
る
と
き
は
、
保
険
証
、
印

か
ん
を
持
っ
て
、
「
第
三
者
の
行

為
に
よ
る
被
害
届
」
の
手
続
き
を

速
や
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

～
示
談
を
す
る
と
き
は
慎
重
に
～

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
長
寿
医
療
制
度
で
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

医
療
係
ｔ
２
９
５
｜
２
１
１
２

　

内
線
１
２
４
・
１
２
５　

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

長
寿
医
療
制
度
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
埼
玉
県
内
の
全
市
町
村
で
構
成

す
る
「
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
広
域
連
合
」）
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
と
町
の
事
務

20

対
象
と
な
る
人
（
被
保
険
者
）

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

75
歳
に
な
る
人

窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

療
養
費

葬
祭
費
の
支
給

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き



町  民の皆さんと町とのパイプ役として働いていただく区長さんをお知らせします。皆さんが生活してい

る地域のことなどで、困っていることや気がついたこと、町に対する要望などがありましたら、区長

さんまでご相談ください（敬称略）。

平成２１年度の区長さんを紹介します
問　役場総務課自治振興係　℡（295）2112　内線314

21

毛呂本郷　　　堤　　正利

小
こ だ や

田谷　　　　下田　一
かずすけ

甫

長瀬一　　　　和田　英勝

長瀬二　　　　宮寺　賢
よしのぶ

信

長瀬三　　　　森　　徹

前久保　　　　新井　元男

沢田　　　　　古賀　征一

平山　　　　　島田　一男

大
だ い し

師一　　　　見
けんもく

目　和夫

大師二　　　　渡邉　正
まさとし

敏

滝
た き の い り

ノ入　　　　木村　静

阿
あ す わ

諏訪　　　　大野憲一郎

大
お お や ぎ

谷木　　　　小髙　幹夫

葛
つづらぬき

貫　　　　   野田　次雄

権現堂　　　　市川　与
よじゅう

重

宿
しゅくや

谷　　　　　泉
いずみだて

舘　登

川角　　　　　小室作太郎

玉
ぎょくりんじ

林寺　　　　桂　　真
しんどう

道

苦
にがばやし

林　　　　   齊藤　昇 

大類　　　　　新倉　幸男

西大久保　　　岡野　勉

市場　　　     渡邉五
い そ お

十男

下川原　　　　皆川修二郎

西
さ い ど

戸　　　　　市川　和
わ い ち

一

箕
み の わ だ

和田　　　　関口　努

第一団地１　　工藤　和史

第一団地２　　野
の み ぞ

溝　賢二

第一団地３　　伊藤　俊子

第一団地４Ａ　須
す ご た

郷多　悦

第一団地４Ｂ　古澤　俊夫

第一団地５　　山下　重弘

第二団地１　　小柳ゆかり

第二団地２　　大木　政義

第二団地３　　秋山　孝
たかし

第二団地４　　原口　智
ともかず

一

第二団地５　　加藤　順子

第二団地６　　大野　文
ふみよし

允

毛呂山台　　　横澤　誠

学園台　　　　高橋　幸正

第三団地　　  大
お お さ か や

坂谷良
よしろう

郎

角
つ の き

木団地　　　北見勢
せ つ こ

津子

日
にっせい

生団地　　   本
もとやま

山  惠子

第四団地　　　関口　慶
よしあき

昭

第五団地　　　小川　榮一

第六団地　　　日
く さ か べ

下部正
ま さ み

巳

岡本団地　　　平林　重利

総
そうにわ

庭団地　　　長谷川美惠子

東
とうはら

原団地　　　山内　要
よういち

一

日
に っ か

化団地　　　吉岡　昇

第十三団地　　伊藤　京
けいせい

成

むさし野自治会　秋
あきにわ

庭　利弘

新南台自治会　立川　隆
たかし

ゆずの木台　　新井　邦男

旭台団地北　　大友　清
せいいち

一

第九団地　　　土
つ ち こ

子アケミ

双
ふ た ば

葉団地　　　井
い う ち

内　宏

旭台（大）　　 大谷木嘉
よしゆき

幸

旭台　　　　　成
なりさわ

澤　光雄

旭台団地南　　阿部　繁
しげる

第七団地　　　福島　守

西
にしはら

原団地　　　小
こ で ら

寺　駿
し ゅ ん き ち

吉

平山ニュータウン　三
み か さ

笠　建次

いわい団地　　沖田　忠雄

谷
や ば た

端団地　　　吉
よしかわ

川　利行

シャルマンコーポ毛呂山自治会

　　　　　　　川
か わ な

名　法子

ジョイム毛呂山　　　北川　弘
ひろのぶ

宣

目白台自治会　永嶋　春男

平 

成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
課
長

級
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
の
異
動
と
、
退
職
者
お
よ
び
新
規
採
用
職
員
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問　

役
場
総
務
課
職
員
係　

℡
２
９
５―

２
１
１
２　

内
線
３
１
６

課
長
級
（
順
不
同
。
敬
称
略
）

▽
参
事
兼
総
務
課
長　

髙こ
う
さ
か坂

純
一
（
参

事
兼
企
画
財
政
課
長
）　

▽
産
業
振
興

課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

岩
田

正
彦
（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▽
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長　

市
川
一か

ず
ま
さ正

（
福
祉

課
長
）　

▽
企
画
財
政
課
長　

武た

け

の

や

野
谷

博
之
（
税
務
課
長
）　

▽
管
財
課
長　

瀬せ

な

み波
行
男
（
子
ど
も
課
長
兼
保
育
所
長

兼
児
童
館
長
兼
学
童
保
育
所
長
）　

▽

子
ど
も
課
長
兼
保
育
所
長
兼
児
童
館
長

兼
学
童
保
育
所
長　

木
村
春
夫
（
中
央

公
民
館
長
兼
東
公
民
館
長
）　

▽
税
務

課
長　

川
村
和
男
（
総
務
課
副
課
長
）

▽
福
祉
課
長　

小
峰
裕
次
（
税
務
課
副

課
長
納
税
担
当
）　

▽
福
祉
会
館
長　

鎌
北
隆
（
企
画
財
政
課
副
課
長
）　

▽

中
央
公
民
館
長
兼
東
公
民
館
長　

市
川

実
（
住
民
課
副
課
長
国
保
年
金
担
当
）

▽
企
画
財
政
課
企
業
誘
致
担
当
専
門
員

兼
副
課
長　

岡
野
昭あ

き
ひ
ろ弘

（
ま
ち
づ
く
り

整
備
課
副
課
長
都
市
整
備
担
当
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
け
）

▽
荏え

は

ら原
茂
（
参
事
兼
総
務
課
長
）　

▽

市
川
隆
志
（
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消

防
長
）　

▽
大お

お

あ

ら

い

新
井
一
夫
（
管
財
課
長
）

▽
新
井
正
義
（
産
業
振
興
課
長
）　

▽

佐
藤
道
夫
（
学
校
教
育
課
長
・
埼
玉
県

教
育
委
員
会
へ
帰
任
）　

▽
小
高
喜よ

し
は
る治

（
生
活
環
境
課
副
課
長
）　

▽
田
中
志し

ん

じ次

（
中
央
公
民
館
係
長
）　

▽
綿
貫
清
司

（
管
財
課
財
産
管
理
係
長
）　

▽
平
野
隆

雄
（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
査
）　

▽

鈴
木
政
春
（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
任
）

▽
舟
田
麻
奈
実
（
福
祉
課
保
健
師
）
▽

赤
川
彩
子
（
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

▽
澤さ

わ
や
ま山

久
美
子
（
川
角
中
学
校
用
務
員
）

▽
高

た
か
じ
ょ
う城

裕ひ
ろ
な
り成

（
税
務
課
主
事
・
川
島

町
へ
帰
任
）

新
規
採
用
者

▽
学
校
教
育
課
長
兼
教
育
セ
ン
タ
ー
所

長　

大お
お
ざ
と里

治は
る
や
す泰

（
埼
玉
県
教
育
委
員
会

よ
り
）　

▽
住
民
課
主
事
補　

小
林
英

樹　

▽
住
民
課
主
事
補　

横
尾
磨ま

い

こ

衣
子

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
事
補　

塩し

お

や谷

寿ひ

さ

と人　

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
事　

吉
川
純
一　

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主

事　

岩
上
弘
樹　

▽
高
齢
者
支
援
課
主

事
補　

黒く

ろ

す須
あ
ず
み　

▽
福
祉
課
主
事

補　

木
野
元も

と
ひ
ろ博　

▽
生
涯
学
習
課
主
事

長
谷
川
晃

あ
き
ら　

▽
水
道
課
主
事　

木
村
正

樹　

▽
税
務
課
主
事　

北
島
修　

▽
税

務
課
主
事　

中な

か

や谷
沙
織
（
日
高
市
よ
り

派
遣
）

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771



【
国
保
に
加
入
す
る
手
続
き
が
遅

れ
る
と
】

　

社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
翌

日
か
ら
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
国
保

税
を
加
入
月
の
分
ま
で
遡

 さ
か
の
ぼ

っ
て

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を
お
渡

し
す
る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
は
早

め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
国
保
を
抜
け
る
手
続
き
が
遅
れ

る
と
】

　

国
保
の
資
格
喪
失
日
（
社
会
保

険
な
ど
に
加
入
し
た
日
か
ら
国
保

は
使
え
ま
せ
ん
）
以
降
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
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■中央公民館	 ｔ (294)1250

■東公民館	 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館	 ｔ (295)8282

	 ｆ	(295)8297

■総合公園体育館	 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会)	ｔ (295)3111

	 ｆ (295)7258

■保健センター	 ｔ (294)5511

休日納税窓口　5月23日(土)、24日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　5月28日(木)午後８時まで	

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　5月23日(土)、24日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・長寿医療（後期高齢者医療）保険料
介護保険料

た
場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
内
線

　

１
２
７
・
１
２
８

～
春
は
異
動
の
季
節
で
す
～	　

　

就
職
や
退
職
な
ど
で
、
年
金
の

種
別
・
加
入
制
度
が
変
わ
る
と
き

に
は
、
そ
の
都
度
、
届
出
が
必
要

で
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来

の
年
金
受
給
額
が
減
っ
た
り
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
町
の
国

民
年
金
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

※
「
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類
」

と
は
、
退
職
証
明
書
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
健
康
保
険･

厚
生
年
金
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

で
す
。

問　

住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
２
９

　

５
｜
２
１
１
２
内
線
１
２
６
・

　

１
２
７

　

毎
年
、
５
月
は
赤
十
字
運
動
月

間
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

皆
様
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
社
資
（
活

動
資
金
）
に
よ
り
、
国
内
外
の
災

害
救
護
活
動
、
救
急
法
や
家
庭
看

護
法
の
普
及
、
献
血
事
業
、
医
療

事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

国民年金で届出を必要とする事項
届出が必要なとき 届出が必要な人 必要な書類

会社を退職したとき

退職した本人
※退職日が確認できる書
類、年金手帳、印鑑扶養されていた妻

（夫）

扶養されていた妻（夫）が配
偶者の扶養からはずれたとき

（収入増、離婚など）

扶養からはずれた
妻（夫）

健康保険･厚生年金資格
喪失証明書、年金手帳、
印鑑

会社に就職したとき（厚生年
金や共済年金に加入したと
き）

就職した本人
会社から発行された保険
証、年金手帳、印鑑

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

は
14
日
以
内
に

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く
�

平
成
21
年
度
日
赤
社
資
募

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



・

　　

　

毛
呂
山
町
分
区
事
務
局
（
役
場

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ
内
線
１

　

１
２
）

　

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

が
病
院
な
ど
を
受
診
し
た
場
合
に
、

保
険
診
療
に
か
か
る
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

対　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、

　

２
級
、
３
級
の
人
、
②
療
育
手

　

帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
人
、
③
埼
玉

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

か
ら
一
定
の
障
害
に
あ
る
旨
の

　

認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人

内
容　

病
院
な
ど
で
診
療
を
受
け

　

た
場
合
、
各
種
医
療
保
険
制
度

　

に
よ
る
医
療
費
の
一
部
負
担
額

　

（
附
加
給
付
・
食
事
療
養
費
な

　

ど
を
除
く
）
を
助
成
し
ま
す
。

登
録
申
請　

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
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山根荘趣味の会
　　　   の定例行事5 月

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・電気マッサージ機（有料、相談）・

折りたたみ式簡易ベッド（取りに来れ

る人、無料）・ロッキングチェア・ピ

アノ（無料）

●ゆずってほしい品物
・今月はありません。

　紹介したい品物がありましたら、お気軽

にお申し込みください。また、交渉が成立

した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

　山根荘は、町内在住で60歳以上の人でし
たら、どなたでも無料でご利用になれます。
※行事日程などについては、都合により変更
する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、
次のところまでご連絡ください。
問　老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

5 月の休館日
  2日  3日  4日  5日  6日
  9日10日16日17日23日
24日30日31日

ゲートボール 11日25日
ペ タ ン ク 18日
声 を 出 す 会 20日
謡 寿 会 12日26日
民 踊 同 好 会 11日25日

俳 句 の 会
  8日22日【季語 鯉幟(こいの
ぼり)、胡瓜(きゅうり)】

囲碁・将棋の会
  1日  8日13日15日20日
22日27日29日

お 茶 の 会   1日15日
茜 会（ お 花 ）11日25日
ダンス同好会 15日22日
ぎんれい会 ( 大正琴 )   1日15日
三味線・民謡の会   7日14日
手 芸 の 会 13日27日

カ ラ オ ケ 同 好 会
  1日18日
(厚年カラオケ部)29日

吟 友 会 13日27日
書 道 の 会 13日27日
舞 わ か ば 会 13日27日
フ ォ ー ク ダ ン ス 11日（ＦＤカトレア）  8日22日
楓 会   8日
押 し 花 の 会 11日18日
光 華 の 会 11日25日

　

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
、
②
保
険
証
、

　

③
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
、
④

　

印
鑑

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７

　　

町
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
事
業
や
研
修
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
る
行
政
区
単
位
に

設
置
さ
れ
た
青
少
年
育
成
組
織

（
子
ど
も
会
育
成
会
な
ど
）
を
対

象
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
・
問　

５
月
８
日
金
ま
で
に
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習
支

援
係
ｔ
内
線
５
２
２
に
備
え
付

け
の
申
請
用
紙
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　

こども医療費を中学３年生まで拡大しました
問　役場子ども課児童係　ｔ（295）2112内線113・114

　４月１日からこども医療費支給事業において、支給対象年齢０歳～小学校

６年生までを０歳～中学３年生まで（平成６年４月２日以降に生まれたお子

さん）に拡大しました。こども医療費を受けるためには登録申請が必要です

ので、早めの手続きをお願いします。

手続きが必要な人
　平成６年４月２日～平成８年４月１日までに生まれた児童を養育している

保護者については、新たに登録が必要となります（登録申請の通知を送付し

ました）。

○必要なもの　当該児童の保険証、保護者（被保険者）の預金口座番号（ゆ

　　　　　　　 うちょ銀行を除く）

平成８年４月２日以降に生まれた子について
　すでにこども医療費の受給資格を登録している児童は、手続きの必要はあ

りません（受給者証を送付します）。

こども医療費の対象は？
　保険診療による医療費の一部負担金などで入・通院とも対象となります。

※ただし、健康保険から支給される高額療養費や附加給付金は除きます。また、

学校で加入している「日本スポーツ振興センター」に給付請求し、該当となっ

た医療については、対象となりません。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

制
度

毛
呂
山
町
青
少
年
育
成
事

業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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応
募
資
格　

保
健
師
の
有
資
格
者  

お
よ
び
資
格
取
得
見
込
み
者

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）

募
集
人
員　

１
人

賃
金　

時
給
１
７
５
０
円

採
用
予
定
日　

６
月
１
日
月）

申
・
問　

５
月
12
日
火
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
保
健
セ

　

ン
タ
ー
健
康
係
ｔ
２
９
４
｜
５

　

５
１
１
に
提
出

勤
務
内
容　

清
掃
員
兼
事
務
員

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
普
通
運

転
免
許
証
を
持
つ
、
パ
ソ
コ
ン

の
で
き
る
60
歳
未
満
の
健
康
な

人
勤
務
日
時　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
）

※
勤
務
日
時
は
事
業
な
ど
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所　

中
央
公
民
館

応
募
人
員　

１
人

賃
金　

時
給
８
０
０
円

採
用
予
定
日　

６
月
１
日
月

申
・
問　

５
月
11
日
月
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
中
央
公

民
館
ｔ
２
９
４
｜
１
２
５
０
に

提
出

職
種　

学
校
図
書
館
整
理
員

勤
務
場
所　

川
角
中
学
校

募
集
人
員　

１
人

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
１
日
３
時
間
以
内
）

賃
金　

時
給
７
８
０
円

申
・
問　

５
月
８
日
金
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場
５

階
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ｔ

内
線
５
１
１
に
提
出

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
町
内

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
補
助
し
、
出

土
品
を
整
理
す
る
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
心
身
と
も
に
健
康

な
人
、
②
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
お
よ
び
整
理
作
業
が
で
き

る
人
（
学
生
も
可
）

勤
務
日
時　

月
９
日
程
度
（
午
前

９
時
～
午
後
３
時
）

勤
務
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

募
集
人
員　

若
干
名

賃
金　

時
給
８
０
０
円

採
用
時
期　

５
月
中
旬
か
ら
（
契

約
期
間
は
６
か
月
以
内
）

申
・
問　

５
月
８
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

　

民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
｜
８
２

　

８
２
に
提
出

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
町
内

の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
作
業

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
臨
時
職

員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
書
類

選
考
の
う
え
歴
史
民
俗
資
料
館
に

登
録
さ
れ
、
調
査
が
あ
る
時
に
連

絡
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
心
身
と
も
に
健
康

な
人
、
②
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
作
業
が
で
き
る
人
（
学
生

も
可
）

勤
務
日
時　

調
査
期
間
中
の
火
～

金
曜
日
（
予
定
）
１
日
／
６
時

間
程
度

勤
務
内
容　

発
掘
調
査
の
現
場
作

業
勤
務
場
所　

町
内

募
集
人
員　

若
干
名

賃
金　

時
給
８
０
０
円

採
用
時
期　

５
月
中
旬
か
ら
（
契

約
期
間
は
６
か
月
以
内
）

申
・
問　

５
月
８
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

　

民
俗
資
料
館
ｔ
2
９
５
｜
８
２

　

８
２
に
提
出

　

戸
隠
高
原
の
水
芭
蕉
を
探
し
に

行
き
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

㊐　

５
月
17
日
日

場　

戸
隠
高
原
（
徒
歩
３
時
間
）

参
加
費　

６
５
０
０
円
（
受
付
時

に
集
金
）

定　

先
着
35
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申　

４
月
26
日
日
午
前
９
時
30
分

～
11
時
ま
で
中
央
公
民
館
で
受

付
問　

毛
呂
山
町
体
育
協
会
山
岳
部

ｔ
２
９
２
｜
４
７
７
５
本
多

㊐　

５
月
31
日
日
午
前
８
時
30
分

集
合
（
９
時
開
会
式
）

場　

川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山

町
在
住
、
在
勤
者
（
一
般
社
会

人
）
、
学
生
（
高
校
生
以
下
は

除
く
）　

種
目　

一
般
男
子
、
一
般
女
子

参
加
費　

１
チ
ー
ム　

１
０
０
０

円

保
健
セ
ン
タ
ー

『
保
健
師
臨
時
職
員
』
募
集

中
央
公
民
館

臨
時
職
員
募
集

町
立
中
学
校

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
（
文
化
財
調
査
・

整
理
作
業
員
）
募
集

臨
時
職
員
（
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
登
録
者
）
募
集

『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

『
第
29
回
町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

募
集
し
ま
す
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24
日
日

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

｜
８
２
８
２　

㊐　

６
月
７
日
日
午
前
10
時
～
正

午
場　

坂
戸
市
立
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

坂
戸
保
健
所
管
内
に
居

住
し
、
４
月
１
日
現
在
80
歳
以

上
で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
健
康
な
人
（
過
去
に
知
事

表
彰
を
受
け
た
人
は
除
く
）
。

審
査
等　

当
日
、
口こ

う
く
う
な
い

腔
内
診
査
お

よ
び
面
接
を
行
い
、
入
間
郡
市

歯
科
医
師
会
長
が
表
彰
し
ま
す
。

申
・
問　

５
月
21
日
木
ま
で
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
｜
５

　

５
１
１
に
申
込
み

　

保
育
に
興
味
が
あ
る
人
、
子
ど

も
が
大
好
き
で
安
全
で
楽
し
い
保

育
実
践
の
知
識
や
技
術
を
学
び
た

い
人
、
保
育
活
動
を
し
た
い
と
思

う
人
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
「
子
ど
も
を

預
け
て
学
び
た
い
」
と
い
う
と
き

に
、
そ
の
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
て

保
育
す
る
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
で
す
。

場　

東
公
民
館

定　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン

（
５
月
25
日
㈪
の
講
座
の
み
）

申
・
問　

４
月
27
日
月
午
前
９
時

　

か
ら
東
公
民
館
ｔ
２
９
５
｜
２

　

２
７
７
で
受
付
（
電
話
・
電
子

申
請
可
）

　

今
年
度
も
「
お
部
屋
の
公
園
」

と
し
て
、
次
の
要
領
に
て
開
催
し

申
・
問　

５
月
９
日
土
ま
で
に
ｔ

２
９
４
｜
７
９
３
１
毛
呂
山
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
絡
協
議
会
岩
崎

に
申
し
込
み

　

昭
和
前
期
、
毛
呂
山
を
中
心
に

活
躍
し
た
醤
油
づ
く
り
職
人
の
技

を
再
現
し
ま
す
。
醤
油
の
も
と
と

な
る
モ
ロ
ミ
作
り
の
工
程
を
見
学

し
ま
せ
ん
か
。
毛
呂
山
醤
油
作
り

サ
ー
ク
ル
も
技
術
継
承
の
た
め
実

習
し
ま
す
。

㊐　

５
月
24
日
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

※
申
込
み
不
要
、
入
退
場
自
由
。

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

｜
８
２
８
２　

　

平
成
18
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
・
寄
託
い
た
だ
い
た
資
料
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

場　

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
示

室
開
催
期
間　

４
月
26
日
日
～
５
月

保育ボランティア講座日程表
回 日　時 内　容 講  師

１
5 月 11 日（月）

午前 10 時～正午

子育て支援を目

指す人の心構え

若月道子（親業イ

ンストラクター）

２
5 月 18 日（月）

午前 10 時～正午

手遊びと読み聞

かせ
町立保育園保育士

３
5 月 25 日（月）

午前 9 時 45 分～正午

保育の実習、体

験

上村文子（子育て

アドバイザー）

ま
す
。
子
育
て
中
の
人
に
限
ら
ず
、

元
気
で
子
ど
も
の
好
き
な
人
な
ら

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
み
ん

な
で
、
井
戸
端
会
議
し
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時

場　

第
２
木
曜
日
▽
東
公
民
館
、

第
４
木
曜
日
▽
福
祉
会
館

問　

毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

ｔ
２
９
５
｜
３
１
１
１

　

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
か
わ
じ
マ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

㊐　

５
月
５
日
㈷
午
前
９
時
30
分

～
午
後
２
時

場　

平
成
の
森
公
園

問　

川
島
町
都
市
整
備
課
ｔ
２
９

　

７
｜
１
８
１
１
内
線
３
６
３

㊐　

５
月
５
日
祝
午
前
10
時
～
午

後
８
時
30
分

場　

永
源
寺
境
内

問　

坂
戸
市
観
光
協
会
ｔ
２
８
３

｜
１
３
３
１
内
線
２
８
３

食
文
化
伝
承
講
座
『
醤し

ょ
う
ゆ油

の
し
こ
み
実
演
』
を
開
催

『
新
規
収
蔵
品
展
』

～
平
成
18
年
度
寄
贈
・
寄
託
資
料
よ
り
～

『
８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
』
参
加
者
募
集

子
育
て
サ
ロ
ン
『
な
か
よ

し
』
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

川
島
町
ち
び
っ
こ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
釈
迦
さ
ま
大
祭

参
加

ご

を

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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㊐
／
５
月
31
日
日
午
前
９
時
30
分

開
場
（
午
前
10
時
開
演
）　

場
／

福
祉
会
館　

料
／
無
料　

問
／
ｔ

２
９
４
｜
１
９
２
８
山
口

　

尺
八
や
筝こ

と

で
奏か

な

で
る
美
し
い
邦

楽
の
世
界
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

㊐
／
５
月
16
日
土
午
後
２
時
開
演

場
／
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
４
｜
３

０
６
８
高
橋

　

少
数
の
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
光
、

影
、
色
を
求
め
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

㊐
／
５
月
22
日
金
～
24
日
日
午
前

９
時
～
午
後
６
時　

場
／
中
央
公

民
館　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９

２
｜
４
４
２
０
柿
沼

㊐
／
５
月
17
日
日
午
前
10
時
～
午

後
２
時　

場
／
毛
呂
病
院
い
こ
い

の
広
場　

問
／
ｔ
２
７
６
｜
１
４

９
６
毛
呂
病
院

～
越お
っ
ぺ
が
わ

辺
川
の
小
鳥
た
ち
～

㊐
／
５
月
17
日
日
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　

場
／
越
辺
川
付
近　

集
合
／
越
生
駅　

料
／
３
０
０
円

持
ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
等　

問
／

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
越
生
支

部
ｔ
２
９
４
｜
２
５
２
５
宮
澤

㊐
／
５
月
30
日
土
①
午
前
10
時
30

分
～
、
②
午
後
１
時
30
分
～　

場

／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室　

内
容

／
「
や
ん
助
と
や
ん
助
と
や
ん
助
」

「
さ
か
さ
の
ま
ほ
う
つ
か
い
」
他

料
／
無
料　

問
／
℡
２
９
４
｜
７

２
６
９
松
川

　

軽
や
か
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、

楽
し
く
踊
り
な
が
ら
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

㊐
／
５
月
７
日
木
、
14
日
木
、
21

日
木
、
28
日
木
午
後
３
時
～
５
時

場
／
東
公
民
館　

料
／
無
料　

問

ｔ
２
９
４
｜
２
０
９
３
大
澤

　

日
本
舞
踊
の
会
６
団
体
が
集
ま

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
踊
り
を
発
表
し

ま
す
。

㊐
／
５
月
17
日
日
午
前
10
時
30
分

開
場
（
11
時
開
演
）　

場
／
福
祉

会
館　

料
／
無
料　

問
／
℡
２
９

４
｜
３
４
５
８
栗
原

　

歌
は
苦
手
、
少
し
で
も
歌
え
た

ら
と
思
う
人
。
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
と
思
う
人
。
新
曲
を
習
い

た
い
と
思
う
人
な
ど
歓
迎
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
後

１
時
～
４
時　

場
／
東
公
民
館
視

聴
覚
室　

会
費
／
月
額
１
５
０
０

円
（
入
会
金
な
し
）　

問
／
℡
２

９
４
｜
０
８
７
５
根
岸

　

福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
で
の
演
奏

や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
企
画
演
奏
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
共
に

演
奏
し
ま
せ
ん
か
？　

声
楽
・
器

楽
な
ど
の
独
奏
者
と
合
唱
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
／
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

午
後
１
時
～
３
時　

場
／
中
央
公

民
館
視
聴
覚
室　

費
用
／
無
料

（
正
会
員
の
場
合
は
有
料
）　

問

／
℡
２
９
５
｜
０
９
１
９
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ウ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
新
井

練
習
日
／
火
曜
日
▽
午
後
７
時
～

９
時
、
土
曜
日
▽
午
後
２
時
～
４

時
・
午
後
７
時
～
９
時　

場
／
坂

戸
市
民
総
合
体
育
館
柔
道
場　

会

費
／
６
か
月
８
０
０
０
円　

指
導

者
／
元
警
視
庁
柔
道
助
教
（
専
門

指
導
官
）
古
閑
大
幹
さ
ん　

問
／

℡
２
８
６
｜
９
７
７
７
宮

㊐
／
５
月
10
日
日
（
予
備
日
５
月

17
日
日
）
午
前
8
時
30
分
～　

場

／
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対

／
毛
呂
山
町
在
住
・
在
勤
者　

料

／
シ
ン
グ
ル
１
３
０
０
円
（
開
催

日
時
に
支
払
い
）　

申
・
問
／
５

月
３
日
祝
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ｔ

ｆ
２
９
５
｜
１
２
０
１
川
井
に
申

込
み

５
月
12
日
～
18
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強

化
週
間
で
す
。
『
広
げ
よ
う
地
域

に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
』

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

情
報
交
換

『
第
8
回
た
ん
ぽ
ぽ
歌
謡
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
』
発
表
会

『
第
6
回
す
ず
ら
ん
邦
楽
コ

ン
サ
ー
ト
』

『
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
』
展
示
会

毛
呂
病
院
福
祉
バ
ザ
ー

『
人
形
劇
団
オ
ッ
ペ
』
40
周

年
記
念
公
演

『
そ
よ
風
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
』
体
験
教
室

第
２
回
古
典
舞
踊
の
会

『
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
ゆ
ず

の
里
』
会
員
募
集

『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ウ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
』
会
員
募
集

坂
戸
柔
道
教
室

『
春
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
』

参
加
者
募
集
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申・問　役場子ども課児童係℡（295）2112　　　

　　　　内線113・114　

　定額給付金事業に係る通知書を世帯主宛にすでにお

送りしていますが、申請期限は平成２１年１０月 1 日

（木）となっていますので、手続きはお早めにお願いし

ます。

　なお、手続きは、返信用封筒に申請書および本人確

認の写し、通帳の写しを同封してお近くの郵便ポスト

へ投函してください。

　また、平成２１年 2

月 1 日に毛呂山町住民

基本台帳に記録されて

いる人で、通知書が届い

ていない世帯主は、ご

連絡ください。

平成21・22年度  入札参加資格審査の
　　　　申請（追加）を受付ます

受付期間　５月 18 日（月）～５月 29 日（金）

場所　埼玉教育会館（さいたま市浦和区高砂 3-12-24）

申請方法
　書類による申請のみ。対面審査を行います。郵送または

電子申請による受付はありません。

【新規】
　新規登録を希望する事業者については、県の登録希望の

有無に係らず、上記期間中、県において受付を実施します

（各市町の窓口による個別の受付は行いません）。

【自治体追加・希望業種追加】
　申請日現在、電子入札共同システムに登録している全て

の事業者は、上記期間中、県において参加希望業務の追加

受付を実施します（各市町の窓口による個別の受付は行い

ません。また、電子申請による受付も行いません）。

建設工事に係る入札参加資格者の格付
　建設工事請負に係る入札参加資格者については、「平成

21・22 年度埼玉県建設工事請負等競争入札参加資格者

格付要領」に基づき格付を実施し、公表します。

参加資格の有効期間
　平成 21 年７月１日から平成 23 年３月 31 日までの１

年９か月間

※申請書類、受付時間、会場、説明資料などの詳細は、埼

玉県電子入札共同システムＨＰで確認してください。

ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/A01/ＢＴ００

/core.html

　平成21・22年度建設工事、設計・調査・測量、土木施

設維持管理業務の入札参加資格審査に係る申請受付（追加

受付）を下記により実施します。なお、受付は、埼玉県電

子入札共同システム参加自治体との共同窓口で行います。

問　埼玉県総務部入札審査課ｔ 048（830）5771
　　役場管財課契約係ｔ（295）2112内線541

親 支 援 講 座
～カナダ生まれの子育て支援プログラム

   Nobody’s  Perfect　完璧な親なんていない～

　「はじめから一人前の親などいません。皆、ま

わりからの助けを得ながら親になっていくので

す」。プログラムを通しお互いの悩みや関心につ

いてみんなで話し合いながら、自分にあった子育

ての仕方を見つけていきます。各回ティータイム

を設けます。ほっと一息をごいっしょに。ファシ

リテーターと呼ばれる推進役がお手伝いします。

日にち　６月５日（金）、12 日（金）、19 日（金）、

　　　　26 日（金）、７月３日（金）、10 日（金）

時　間　全日　午前１０時～正午

場　所　東公民館

定　員　10 人程度（応募者多数の場合は抽選）

参加費　３００円

内　容　子育ての悩み、ストレス解消法など

対　象　０～３歳の子どもをもつお母さん（全日

　　　　程参加できる人）

持ち物　筆記用具・カップ（湯飲み）

　　　　使用するテキスト（「完璧な親なんてい

　　　　ない」三沢直子監修）は貸し出します

申込締切　５月 15 日（金）（電話、電子申請可）

※保育あり（無料）。希望者は申込み時に予約し

てください。お子さんと同室で受講することはで

きません。

定額給付金事業について

　子育て応援特別手当の支給対象者については、

住民基本台帳より抽出し、事前に通知しています

が、申請期限は、平成21年10月15日（木）ま

でとなっていますのでご注意ください。なお、手

続きは、返信用封筒に申請書および本人確認の写

し、通帳の写しを同封してお近くの郵便ポストへ

投函してください。

対象となる子ども
　平成14年４月２日から平成17年４月１日まで

に生まれた子どもで、第２子以降の子どもが対象

になります。

　第２子の判定は、18歳以下の子ども（平成2年

4月2日以後の子ども）のなかから年齢順に第１

子、第２子と数えます。

※対象となる子どもと第１子が別居しているとき

は、同じ人に扶養されていることが確認できれ

ば、支給の対象となります（申請の際に、医療保

険の被保険者証の写しが必要となります）。

申・問　役場子ども課児童係
　　　　℡（295）2112内線114

申・問　役場総務課自治振興係℡（295）2112内線313

子育て応援特別手当の申請を受け付けています

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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ここちよい風に吹かれながら…
『新緑�　めじろウォーク』

申・問　中央公民館　℡（294）1250

色とりどりのバラが咲き競う
滝ノ入バラ祭りへ、ようこそ

問　役場産業振興課商工観光係℡（295）2112
　　内線173・175

爽やかな汗を流しませんか？　『スポーツ健康フェア２００９』
申・問　教育委員会生涯学習課スポーツ振興係　℡（295）2112　内線523

教室・大会名 実施場所 開催時間 内　　　容

★バスケットボール教室 メインアリーナ
午後１時～３時（歓迎式典は
午後０時３０分から）

ｂｊリーグ「埼玉ブロンコス」の協
力による実技指導

★グラウンドゴルフ大会 芝
し ば ふ

生広場 午前９時開始
特設コースでのスコアを競います（定
員／先着１００人）

★ミニバスケットボール大会 メインアリーナ 午前９時～正午 ミニバスケットボール（近隣市町スポーツ少年団）

ニュースポーツ体験教室 サブアリーナ
午前１０時～正午
午後１時～３時

ファミリーバドミントン

健康体操 柔道場
午前１１時～正午
午後１時３０分～２時３０分

講師：菊池幸代さん
「活き活き健康体操」生活のなかで気軽
に継続できる“ながら体操”の実施

※体育館内は、体育館シューズが必要です。

※★印に参加を希望する人は、事前に生涯学習課にお申し込みください。

日　時　５月１０日（日）午前９時～午後３時

場　所　毛呂山総合公園

■楽しいコーナーがたくさんあります�
歓迎式典（アトラクション「武蔵越生高校チアリーダー部」）
　午後０時３０分

青少年相談員アトラクション「ストラックアウト」
　午前１０時～午後３時

オリエンテーリング（スポーツ少年団）／午前９時～正午

フライングディスク・スカイクロス／午前１０時～正午

ペタンク／午後１時～３時（芝生広場）

■体験教室・大会に参加しよう�

みなさんも、新緑の毛呂山町「宿
しゅくや

谷～鎌北湖方面」

をゆっくりと歩いてみませんか？

日　時　５月１６日（土）　【雨天中止】

　　　　午前１０時３０分集合、午後２時解散予定

集　合　毛呂山総合公園玄関前

コース　総合公園～宿谷の滝～鎌北湖～総合公園

持ち物　弁当、水筒、着替え

定　員　５０人

参加費　無料

申込み　４月２１日（火）午前９時から中央公民館で

　　　受付（電話、電子申請可）

期　間　５月20日（水）～５月31日（日）

　　　　午前９時～午後４時　

入園料　３００円

駐車場　無料

■５月23日（土）・24

日（日）・30日（土）・

31日（日）には、イベン

トも行われます。

※地元農産物を使ったこ

だわり加工食品、バラ鉢

物、苗木などの販売も行います。

毛
呂
駅

毛
呂
本
郷

　　ボランティアによって

作られた、毛呂山町の新名

所『滝ノ入ローズガーデン』。

今年からゆずの里オート

キャンプ場の西側に移動し、

皆さんのお越しをお待ちし

ています。
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安全で快適なまちづくり　～毛呂山町後退道路用地等整備要綱の概要～
問　役場まちづくり整備課都市計画係　℡（295）2112内線143・144・145

平成21年度　町税・保険料口座振替日のお知らせ
問　毛呂山町役場ｔ（295）2112　町税に関すること　税務課納税係内線193・194
　　　　　　　　　　 　　　　　　　保険料に関すること　高齢者支援課保険料係内線158・159

　町内には、４メートルに満たない道路がたくさんあります。このような道路では、車や人の通行に支障をき

たし、火災や地震などの災害時にも緊急活動が困難となります。毛呂山町では、道路の幅
ふ く い ん

員を４メートル確保

することを目的に『後退道路用地等整備事業』を平成１４年度からスタートさせています。

　この事業は、町民の皆様に道路用地を無償提供していただき、無償提供に対する報償金および登記に対する

補助金を交付するものです。提供いただいた用地を道路として、町が整備を行うことで、安全で良好な生活環

境を実現していきます。

■適用の範囲
次の道路を適用します。

　①建築基準法第４２条第２項の規定による道路（幅員４メートル未満）

　　で町道であること

　②その他町長が必要と認める道路

　③上記に係る道路のすみ切りの用地

■適用の除外区域
　①土地区画整理法に基づく土地区画整理事業の認可をうけた区域

　②毛呂山町開発指導要綱に基づく事前協議をした区域

注：道路拡幅計画等がある場合は、各事業の基準によります。

■無償譲渡のための費用について
　①測量および分筆登記に対する補助金

　　上限は２０万円とします。

　　隣地境界、道路境界の確定に要する費用は、個人負担となります。

　②後退用地等の無償譲渡に対する報償金

　　町が規定する基準により交付します。ただし上限は１２万円です。

　　後退用地内にある既存のブロック塀、門等は原則として補償しません。 

　③すみ切用地の無償譲渡に対する報償金

　　１か所５万円の報償金を交付します。

　平成 21 年度の町税・保険料の口座振替日は下記の

とおりです。

●口座振替ができる町税・保険料
　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

●口座振替ができる金融機関
　埼玉りそな銀行・みずほ銀行・三井住友銀行・りそ

な銀行・武蔵野銀行・東和銀行・埼玉縣信用金庫・

　飯能信用金庫・中央労働金庫・いるま野農業協同組

合・ゆうちょ銀行

●申込み方法
　①預貯金通帳、②通帳の届出印、③納税（納入）通

知書をお持ちのうえ、金融機関または役場窓口にて、

「口座振替依頼書」で申し込みます。

・町外の金融機関には、「口座振替依頼書」がありま

せんので、ご連絡いただければ郵送いたします。 

納期限および口座振替日一覧
税目・保険料／月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

軽 自 動 車 税 １期

固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期

国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

口 座 振 替 日 5/27 6/29 7/27 8/27 9/28 10/27 11/27 12/25 1/27 3/1

納 期 限 6/1 6/30 7/31 8/31 9/30 11/2 11/30 12/25 2/1 3/1

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合

ポリオ

健診※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10 か月児健診 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　５月1３日（水）

　　　　　　10:30～11:30（受付は10:00～10:15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

成人健康相談（心と体の相談）
5月 8 日（金）・20日（水）9:30～11:30 場 役場ホール

5月12日（火）　　9:00～正午　場 保健センター

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00～17:00

6月  2日（火）

6月  3日（水）

6月11日（木）

6月12日（金）

5月12日（火）申 4/28（火）から

5月13日（水）申 4/30（木）から

5月　1日（金）申 4/23（木）から

5月26日（火）27日（水）申 5/19（火）から

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38℡ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

「健康診査」を実施します

※保健センターへの電話のかけ間違いが大変多く
なっています。よくご確認のうえ、おかけください。

子ども

健康相談

検　診

 母親学級　　　
日　時　６月９日（火）、19日（金）、27日（土）、７月7日（火）

　　　　13：30 ～ 16：00 ごろ

対　象　初妊婦

申込み　５月８日（金）から（先着20人）※電子申請可

日　時　５月19日（火）13:30～16:30（受付13:30～14:00）

※ 15 分まえに整理券配布。希望者に離乳食指導あり。

対　象　乳幼児とその保護者

申込み　４月22日（水）から受付

身体測定・育児相談など

初めてお父さんになる人も大歓迎!

日　時　5月21日（木）

　　　　13：10～16：00（受付は13:10～13:20）

対　象　平成18年６月～平成19年４月生まれの子

持ち物　母子健康手帳 ･タオル ･歯ブラシ ･コップ

申込み　４月28日（火）から（先着40組）

※来所１時間前から飲食禁止。飲食の持込も禁止です。

日　時 5月21日（木）5月21日（木）

２歳児歯科教室

 育児学級

乳・子宮がん検診（受診回数／2年に１回）
日　時　６月10日（水）（受付12:30～13:40）

対　象　乳がん/40歳以上、子宮がん/20歳以上

費　用　乳がん/600円、子宮がん/500円

申込み　5月26日（火）から受付（先着50人）

5月の在宅当番医　9:00～12:00
日にち 医療機関名 専　科 住　　所 電　話
5/3( 祝 ) 市川医院 内科・小児科 越生町越生 981 292-3011

5/4( 祝 ) ゆずの木台クリニック 内科・小児科・眼科 中央 2-5-5 295-5158

5/5( 祝 ) 根岸内科医院 内科・小児科 下川原 171 295-3959

5/6( 振休 ) はなみず木整形外科 整形外科 越生町大字如意 102-9 292-8003

～長寿（後期高齢者）医療制度の加入者および

今年度加入予定の国保加入者が対象です～

内容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・

医師の診察など

料金　５００円

場所　次のなかから１か所を選択

　　　埼玉医科大学病院健康管理センター、毛呂病院

※健診実施医療機関は、変更になる場合があります。

その場合は、広報もろやまにてご案内する予定です。

定員　各月２０人

手順　①保健センターに申込み、受診券を受け取る

　　　②医療機関を選び、健診の予約をして受診する

※生活習慣病で治療中の人は、改めて健診を受けて

いただく必要がない場合もありますので、主治医に

ご相談ください。

※昭和９年４月１日～昭和１０年３月３１日生まれ

以外の人で、平成２１年４月１日以降に長寿（後期

高齢者）医療制度に加入した人は、保健センターに

ご相談ください。

■40歳以上（今年度40歳になる人を含む）の生活
保護受給中の人の健康診査
　保健センターなどで集団健診（６～１２月）を実

施します。ご希望の人は保健センターまでご連絡く

ださい。健診内容は、長寿（後期高齢者）医療制度

加入者の健診と同じです。

長寿（後期高齢者）医療制度の加入者
※平成２１年３月末までに加入している人

昭和９年１０月１日から昭
和１０年３月３１日生まれの
国民健康保険加入者

実施月 受　付　日
12 月 11/5木～19木
１月 12/1火～15火
２月   1/6水～20水

実施月 受　付　日
６月 5/1金～18月
７月 6/1月～15月
８月 7/3金～17金

昭和９年４月１日から昭
和９年９月３0 日生まれの
国民健康保険加入者

対象者

どの月でも受診できます

６月～８月に　　受診できます 12月～２月に　　受診できます

保健センターからの
お知らせ

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511
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 行事カレンダー 行事カレンダー5月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

■弁護士（要予約）

　5月14日木、25日月

　13:30～16:00

■行政書士
　5月20日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

5月13日水13:00～16:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する
苦情など

　月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ (295)2525

　不登校、いじめ、しつけ

など

毎週木曜日 10:00 ～ 15:00
場　所　役場相談室
問合せ　産業振興課商工観
　　　　光係ｔ内線175
　違法な契約や商品の苦情
など

毎週水曜日 10:00 ～正午
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ (295)3111
　生活上の悩み、困りごと
など 　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から委嘱された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
 

結婚相談

教育相談 消費生活相談
 

日 月 火 水 木 金 土
１ ２　

・光山小学校開校
　記念日

３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９児 図児 図 図児 歴

・トレーニング機器
　説明会
　場総合公園
・６月分総合公園
　予約日
　場総合公園

・こどもの日
　イベント
　場児童館→P16
・体育施設
　６月分調整会議
　場総合公園

・よちよち広場
　場児童館→P16
・泉野小学校開校
　記念日

・子ども映画会
　場図書館→P16
・フラワーバスケッ
　ト作り
　場児童館

10 11 12 13 14 15 16児 図歴児体

・スポーツ健康フェア
　場総合公園→P28

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P16
・つくしんぼサロン
　場保健センター→P30

・子育てサロン
　場東公民館→P25

・おやじ広場
　場児童館→P16
・めじろウォーク
　場総合公園→P28

17 18 19 20 21 22 23児 図歴児体 　

・春季清掃の日 ・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P16

・よちよち広場
　場児童館→P16

・町立中学校体育祭
　場各町立中学校
・おはなし会
　場図書館→P16
・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・休日納税・納入窓口
　場役場→P22

24 25 26 27 28 29 30児 図歴児体

・休日納税・納入窓口
　場役場→P22
・醤油のしこみ実演
　場歴史民俗資料館
　→P25

・幼児クラブ火曜
　コース
　場児童館→P16

・子育てサロン
　場福祉会館→P25
・幼児クラブ木曜
　コース
　場児童館→P16
・夜間納税窓口
　場役場→P2231児

場＝場所

図図書館   歴歴史民俗資料館   児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、大類グ
ラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、西戸・川角・
岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク
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人口 37,015 人 ( － 58 人 )
【男18,473人(－23人)　女18,542人(－35人)】
世帯 14,905 戸 ( ＋ 1 戸 )
※平成 21 年 4 月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

広報もろやま　4 月 20 日号　Ｎｏ 824

■発行　毛呂山町　■ 1 部当り　46.4 円　

■編集　秘書広報課広報広聴係

〒 350 － 0493 埼玉県入間郡毛呂山町中央２丁目１番地

ＴＥＬ 049(295)2112　Ｆａｘ 049(295)0771

ＵＲＬ http://www.town.moroyama.saitama.jp

徒然歳時記

　街角で真新しい制服を着た中学生や真新しいランドセルを

背負った小学生を見ると新年度の始まりを感じます。きっと

期待と不安のなか通学していることでしょう。自分も始めて

入庁した時のことを思い出しました。これからもフレッシュ

な気持ちで、初心を忘れずに頑張っていきたいです。(Ｉ)

　唱歌『春の小川』にも歌われるれんげは
日本の春における親しみやすい花のひとつ
であるといえます。
　れんげの名前の由来はその花びらが蓮

はす

の
花に似ているところからきています。一般
的にはれんげまたはれんげ草といわれてい
ますが、標準和名は「紫雲英（ゲンゲ）」
といいます。これは一面に咲いた花が紫色の雲がたなびくよう
に見えるところにちなんでいます。
　昔かられんげは水田の緑肥や牛の飼料として盛んに栽培され
ていましたが、近年、化学肥料や耕運機の普及により日本の水
田から減少してきています。また、れんげは、緑肥のほかに養
蜂の蜜を採るために栽培されているところもあります。
　江戸時代に滝野瓢

ひょうすい

水という人が詠んだ俳句に「手に取るな　
やはり野に置け　蓮

れ ん げ

華草」という句があります。この俳句は
「蓮華の花は野に咲いているからこそ美しいのであって、自分
のものにしてしまってはその美しさは失われてしまう」という
意味です。
　気候もだんだんと暖かくなり、散歩にも出やすい時期になっ
てきました。散歩の途中ふと足を止めて道端に咲くれんげをな
がめながら一休みするのもいいかもしれません。

 大串　芽
め

依
い

ちゃん

　　（２歳２か月）

　　　朔
さく

くん

　　（１０か月）
　おしゃべりが上手に

なってきた芽依。歩く

歩数が増えてきた朔。

これからの成長が楽しみな姉弟です。

鈴木　泰
た い ち

智くん
　　（４歳３か月）
　　　智

と も や

也くん
　　（３歳）
　甘えん坊の長男と、

恥ずかしがり屋の次

男。とっても可愛いふ

たりの王子が仲良く、たくましく育ってくれた

らと願っています。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

れんげ

臥
 が りゅうざん

龍山北側斜面を東方向に撮影した写真
（昭和24年4月）（川島由造さん提供）

　臥龍山北側斜面を県道の福祉会館入口付近から撮った写真です。当時は道路も未舗装で道の
北側には桑の木も見えるのどかな風景でした。

現在の風景
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